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藤女子大学大学院 2023年度学年暦

人間生活学研究科

日 月 火 水 木 金 土 行 事

2023年 1 前期

4月 2 3 4 5 6 7 8 4月 3日（月） 入学式 新入生ガイダンス， 10 11 12 13 14 15 6日（木） 健康診断（全学年） 2年生ガイダンス

16 17 18 19 20 21 22 5日（水）～9日（日） 履修登録期間

23 24 25 26 27 28 29 11日（火）PM~12日（水） 履修登録修正期間

30 12日（水） 前期授業開始

5月 1 2 3 4 5 6 26日（水） 履修登録確定•履修確認公開 (Web)

7 8 ， 10 1 1 12 13 5月

14 1 5 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 5月下旬～6月上旬 修士論文作成中間報告会

28 29 30 31 

6月 1 2 3 6月

4 5 6 7 8 ， 10 
11 12 13 14 15 1 6 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 

7月 1 7月

2 3 4 5 6 7 8 ， 10 1 1 12 13 14 1 5 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 31日（月） 修士論文題目提出締切 (1700) 

30 31 31日（月） 前期授業終了

8月 1 2 3 4 5 8月 1日（火） 夏季休業開始

6 7 8 ， 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 9月 7日（木） 前期成績発表（全学年）

9月 1 2 11日（月）～13日（水） 後期履修登録修正期間

3 4 5 6 7 8 ， 21日（木） 夏季休業終了

10 1 1 12 13 14 1 5 16 後期

17 18 19 20 21 22 辺9 22日（金） 後期授業開始

24 25 26 27 28 29 30 23日（土） 秋分の日（通常授業）

28日（木） 創立記念日（通常授業）

集中講義
8月21日（月） ～8月25日（金）予定 公衆栄養学特論II （松本）

日程

口授業期間 〖刃休祝日授業
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日 月 火 水 木 金 土 行 事

10月 1 2 3 4 5 6 7 10月 5日（木） 履修確認公開 (Web)

8 ， 10 11 12 13 14 6日（金） 藤花祭（花川校舎大学祭）準備日（休講）

15 16 17 18 19 20 21 7日（土）～8日（日） 藤花祭公開日（休講）

22 23 24 25 26 27 28 9日（月） 藤花祭後片付（休講）

29 30 31 14日（土） 藤陽祭（北16条校舎大学祭） （休講）

11月 1 2 3 4 11月 2日（木） 慰霊祭（通常授業）

5 6 7 8 ， 10 1 1 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 

12月 1 2 12月 20日（水） 学生クリスマス会（午後休講）

3 4 5 6 7 8 ， 25日（月） 冬季休業開始

10 1 1 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31 

2024年 1 2 3 4 5 6 1月 5日（金） 冬季休業終了

1月 7 8 ， 10 11 12 13 6日（土） 授業再開

14 15 16 17 18 19 20 9日（火） （休講）

21 22 23 24 25 26 27 13日（土） （休講）

28 29 30 31 29日（月） 後期授業終了

2月 1 2 3 2月 9日（金） 修士論文提出締切 (12• 00) 

4 5 6 7 8 ， 10 17日（土） 修士論文発表会

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 

3月 1 2 3月 7日（木） 修了判定

3 4 5 6 7 8 ， 8日（金） 後期成績発表、修了判定結果発表

10 1 1 12 13 14 15 16 19日（火） 学位記授与式

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 

説明会等 11月上旬 第1回 教育職員免許状申請説明会

日程 12月中旬 第2回 教育職員免許状申請説明会





大学院人間生活学研究科の理念・目的

大学院人間生活学研究科・専攻の教育目的

大学院人間生活学研究科のディプロマ・ポリシー

（学位授与の方針）

大学院人間生活学研究科のカリキュラム・ポリシー
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大学院人間生活学研究科の理念・目的

人間生活学研究科の目的は、キリスト教精神を基盤とし、広い視野に立って精深な学識を授

け、専攻分野における研究能力又は裔度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うこ

とである。本研究科は、人間生活学部を基礎とした修上課程であり、 「人間生活学専攻」と「食

物栄養学専攻」が設けられている。そのため、本研究科は、本学並びに学部の理念・教育目標

をさらに高いレベルにおいて具現化することを意図し、次のような教育目標を掲げている。

1) 基礎学部である人間生活学部における研究と教育をさらに高度に発展させ、生命と人間に

対する尊厳という価値に導かれた共生社会の理念を実現するために貢献できる人材の育成を

目指す。

2) 複雑化し多様化した現代の生活環境において生じる諸問題を理論的・実践的に研究すると

ともに、そうした諸問題に取り組むことのできる実務家と研究者を養成することを目指す。

こうした目的·教育目標を踏まえ、人間生活学専攻は、人間そのものの生き方•あり方、人

間を取り巻く生活環境、現代的な生活課題である福祉という 3つの視点から、研究科の理念・

目的を実現する。具体的には、次のような人材の養成を目指している。

①より高度な知識・技能を備えた家庭科教員

②社会福祉の幅広い現場を支えることのできる人材

③広い視野と学識をもって社会で活躍できる人材

食物栄養学専攻は、食品の品質、食品の機能と生体の機能、人間の栄養管理という 3つの分

野において、研究科の理念・目的を実現する。具体的には、次のような人材の養成を目指して

いる。

①行政、学校、病院等において指導的、管理的立場に立つ管理栄養上

②食品産業において、消費者の立場で食品の品質や安全性などを判断し解決できる技術者・

研究者

③栄養士養成系大学の教育者・研究者、とくに実験・実習の指導ができる教員



　　―8―

大学院人間生活学研究科・専攻の教育目的

人間生活学研究科

人間生活学研究科は、生命と人間の尊厳という価値に由来する理念「共生社会」の実現に貢

献できる人材の育成を目指し、複雑化・多様化する現代の生活環境において生じる諸問題を理

論的・実践的に研究するとともに、そうした諸問題に取り組むことができる実務家及び実践的

研究者を養成することを目的とする。

く人間生活学専攻＞

人間生活学専攻は、人間の生き方、生活環境及び生活課題としての福祉という 3分野を基軸

とする研究を行うことを通して、人間生活の多様な側面を深く学修させ、人間生活に関わる創

造的かつ科学的な思考方法を教授し、幅広い視野と多様な価値観に培われた人間性豊かな人材

を養成することを目的とする。

く食物栄養学専攻＞

食物栄養学専攻は、 「食品品質分野」、 「生体機能分野」、 「栄養管理分野」の各分野で

研究を行うことを通して高度化・多様化する食と健康の諸課題に取り組み、健全で快適な

人間生活の実現を目指して、教育・研究職、病院、施設、行政、食品関連企業などにおいて、

専門的能力を活かして活躍できる人材の養成を目的とする。

大学院人間生活学研究科のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本研究科は、各専攻のディプロマ・ポリシーに掲げた独自の資質や能力を備えていると認

められる者で、所定の単位数を満たし修士論文の審査及び最終試験に合格した者に対し、学

位を授与する。

く人間生活学専攻＞

「人間生活」、 「生活環境」、 「生活福祉」の 3分野を基軸として、複雑・多様化する現代

社会の諸問題に対する分野横断的な思考方法とより高度な分析・問題解決能力を身につけ、個

人や社会の QOLの向上に貢献できる。

く食物栄養学専攻＞

「食品品質」、 「生体機能」、 「栄養管理」の 3分野において、一つの分野に偏らない幅広

い知識と技術及び専門分野における研究能力を身につけ、食と健康を取り巻くさまざまな間題

に対応し、個人や社会の QOLの向上に貢献できる。
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大学院人間生活学研究科のカリキュラム・ポリシー

本学大学院の教育目的に基づきディプロマ・ポリシーを実現するために、

次のとおり専攻ごとにカリキュラム・ポリシーを定め、教育を行う。

く人間生活学専攻＞

本専攻は、開設科目を「人間生活」、 「生活環境」、 「生活福祉」の 3分野として、分野横

断的な履修を必修とする。

•生活主体としての人間理解をさらに深めるために、人間生活と思想、教育•生涯発達、

子どもと社会、地域環境などに関わる科目を配置した人間生活分野

・環境と調和した生活文化の充実をめざして、自然環境・都市環境、衣・食・住生活環境な

どに関わる科日を配置した生活環境分野

・高齢者・障がい者・児童と幅祉、地域福祉、経済と福祉などの視点から人間生活の質的向

上に焦点をあてる生活福祉分野

さらに必要に応じて、他専攻および他大学院の授業科目を履修することができる。

以上の教育課程を履修し、 「特別研究」として修士の学位論文を必修とする。

く食物栄養学専攻＞

本専攻は、開設科目を「食品品質」、 「生体機能」、 「栄養管理」の 3分野として、分野横

断的な履修を必修とする。さらに 3分野に共通して「基礎科目」と「共通科目」を閲講する。

・有用微生物や食品成分・物性による健康機能を解明するため、食品構成成分や調理加工特

性、人体への機能性や作用などに関わる科目を配置した食品品質分野

・エネルギー代謝などに関わる酵素群の調節機構や非栄養成分による生休調節機構、遺伝的

要因の関与による個人差に応じた栄養学（テーラーメード栄養学）についての最新の知見、

および高度な知識・技術を習得できる生体機能分野

•各年代における個人・集団の栄養を人間生活全体としてとらえ QOL の向上をめざして、

臨床あるいは栄養教育など実践的な栄養管理・指導方法に関する科目を配置した栄養管理

分野

さらに必要に応じて、他専攻および他大学院の授業科目を履修することができる。

以上の教育課程を履修し、 「特別研究」として修士の学位論文を必修とする。





藤女子大学大学院学則
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0藤女子大学大学院学則

第 1章総則

（設置）

第 1条 藤女子大学学則第 1条の 2に基づき、藤女子大学に大学院を置き、これを「藤女子大学大学院」

（以下「本大学院」という。）と称する。

（目的）

第 2条 本大学院は、キリスト教精神を基盤とし、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野にお

ける研究能力又は庇度の専門性を要する職業等に必要な、託度の能力を養うことを目的とする。

（自己点検・評価等）

第 3条 本大学院は、教育研究水準の向上を図り、その目的及び社会的使命を達成するため、次の活動

等を行う。

(1) 教育研究活動等の状況について、自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。

(2) ファカルティ・ディベロップメント（教員が教育の質的向上を図るために組織的に取り組む活

動をいう。）を実施する。

2 前項の点検及び評価等の実施に関する基本的事項は、別に定める。

（課程）

第4条本大学院の課程は、修士課程とする。

（標準修業年限）

第 5条本大学院の標準修業年限は、 2年とする。

2 学生が職業を有している等の事情により、前項に定める標準修業年限を超えて計画的に教育課程を

履修することを願い出たときは、別に定めるところにより、当該学生（以下「長期履修学生」という。）

の標準修業年限を 3年又は4年とすることを認めることができる。

（在学期間の上限）

第 6条 本大学院の在学期間は、休学期間を除き 4年を限度とする。ただし、長期履修学生の在学期間

は、休学期間を除き 6年を限度とする。

（研究科及び専攻）

第 7条本大学院に、次の研究科及び専攻を置く。

研究科

人間生活学こ口］｀ご：：：

（研究科及び専攻の目的）

第 7条の 2 人間生活学研究科は、生命と人間の尊厳という価値に由来する理念「共生社会」の実現に

貢献できる人材の育成を目指し、複雑化・多様化する現代の生活環境において生じる諸間題を理論的・

実践的に研究するとともに、そうした諸問題に取り組むことができる実務家及び実践的研究者を養成

することを目的とする。

(1) 人間生活学専攻は、人間の生き方、生活環境及び生活課題としての福祉という 3分野を基軸と

する研究を行うことを通して、人間生活の多様な側面を深く学修させ、人間生活に関わる創造的
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かつ科学的な思考方法を教授し、幅広い視野と多様な価値観に培われた人間性豊かな人材を養成

することを目的とする。

(2) 食物栄養学専攻は、「食品品質分野」、「生体機能分野」、「栄養管理分野」の各分野で研究を行う

ことを通して高度化・多様化する食と健康の諸課題に取り組み、健全で快適な人間生活の実現を

目指して、教育・研究職、病院、施設、行政、食品関連企業などにおいて、専門的能力を活かし

て活躍できる人材の養成を目的とする。

（定員）

第 8条 研究科の入学定員及び収容定員並びに所在地は、次の表のとおりとする。

人間：二：究科 1;:[：{：: |入：王員 I 収屈王員[〗[9/；臼i4 条
第 2章学年、学期及び休業日

（学年及び学期）

第 9条 本大学院の学年は、 4月 1日から翌年3月 31日までとし、 4月 1日から 9月 30日までを前

期、 1 0月 1日から翌年3月 31日までを後期とする。

（休業日）

第 10条 本大学院の休業日を次のとおり定める。

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日に関する法律に定める休日

(3) 本学創立記念日 (9月 28日）

(4) 夏季休業 8月 1日から 9月 15 Hまで

(5) 冬季休業 1 2月 16日から翌年 1月 15日まで

(6) 春季休業 3月 20日から 3月31日まで

2 休業日については、必要と認める場合に変更することがある。

第 3章教員及び運営組織

（研究科長）

第 11条研究科に、研究科長を置く。

2 研究科長は、本大学院における授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）

を行う教授をもって充てる。

3 研究科長は、研究科委員会の推薦に基づき、学長が任命する。

（研究科委員会）

第 12条本大学院に、研究科委員会を置く。

2 研究科委員会は、本大学院の授業を担当する専任の教員をもって構成する。

3 研究科委員会は、本大学院の教育研究に関する重要事項を審議する。

4 研究科委員会に関し必要な事項は、別に定める。

（専攻）

第 13条研究科は、それぞれの専攻分野の教育研究を行うために専攻を置き、各専攻に専攻主任を懺

く。
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2 各専攻の運営に関する事項は、当該専攻が別に定める。

（事務組織）

第 14条 本大学院に関する事務を処理するために、必要な事務組織を置く。

第4章教育課程、単位及び履修方法等

（教育方法）

第 15条 本大学院の教育は、授業科目の授業及び指導教員による研究指導によって行う。

2 授業科目及び単位数は、別表第 1に定める。

3 研究指導に関する細目は、別に定める。

（教育方法の特例）

第 15条の 2 大学院の課程においては、教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他

特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。

2 研究科委員会において教育上有益と認めるときは、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様

なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（履修方法）

第 16条 本大学院を修了するためには、学生は別表第 2に定める科目及び単位を履修しなければなら

なし‘。

2 研究科委員会において教育上有益と認めるときは、 8単位を超えない範囲で他の専攻の授業科目を

履修させ、これを修了要件単位のうちに含めることができる。

（成績の評価）

第 16条の 2 授業科目の成績の評価は、 A+(l00~90点）、 A(89~80点）、 B(79~70点）、 C(69~60 

点）、 F(59点以下）とし、 A+、A、B及びCを合格とする。

（他の大学院等における授業科目の履修と単位認定）

第 17条 研究科委員会において教育上有益と認めるときは、他の大学の大学院等（国外の大学の大学

院等を含む。）の授業科目を履修させ、 10単位を超えない範囲で、本大学院において修得したものと

みなすことができる。

2 研究科委員会において教育上有益と認めるときは、本大学院入学以前に本大学院を含む大学院にお

いて修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、 10単位を超えない範囲で本大学

院において修得したものとみなすことができる。

3 前2項の規定により修得した単位は、合計 10単位を超えない範囲で本大学院において修得したも

のとみなすことができる。

第5章課程の修了及び学位の授与

（修了要件）

第 18条 本大学院を修了するためには、 2年以上在学し、第 16条に定める授業科目及び単位を修得

し、かつ、必要な研究指導を受けた上、本大学院の行う修士論文の審査及び最終試験に合格しなけれ

ばならない。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、本大学院に 1年以上

在学すれば足りるものとする。

2 前項の場合において、研究科委員会が修士課程の目的に応じ適当と認めるときは、特定の課題につ
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いての研究の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。

3 修士論文の評価基準は、別に定める。

（学位論文の審査）

第 19条 学位論文の審査及び最終試験は、研究科委員会において別に定める審査委員会で行い、その

判定は、審査委員会の報告に基づいて研究科委員会が決定する。

（課程修了の認定）

第 20条 課程修了の認定は、研究科委員会の具申を経て、学長が行う。

（学位の授与）

第 21条 本大学院を修了した者に対しては、修士の学位を授与する。

2 前項の規定により授与する修士の学位は、次のとおりとする。

研究科 専 攻 呂

人間生活学研究科 I;:：:::: | ［:［];:：:: 
（教育職員免許状）

第 22条 本大学院において、教育職員免許状（中学校専修及び高等学校専修）を取得しようとする者

は、授業科目中より教育職員免許法及び同法施行規則に定める必要単位数を修得しなければならない。

ただし、各々に該当する一種普通免許状の取得資格を有する者に限る。

2 本大学院において、取得できる教育職員免許状の種類は次のとおりとする。

人 間二 ：究科［；：：：ミI:：合合竺召I：午竺
第 6章入学、休学、復学、退学、再入学、留学及び除籍

（入学資格）

第 23条 本大学院に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

(1) 大学を卒業した者

(2) 学士の学位を授与された者

(3) 外国において学校教育における 16年の課程を修了した者

(4) 文部科学大臣が指定した者

(5) 大学に 3年以上在学し、又は外国において学校教育における 15年の課程を修了し、本大学院

において、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

(6) その他、本大学院において大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

（入学の時期）

第 24条 入学時期は、毎学年の始めとする。ただし、研究科委員会が十分な理由があると認めるとき

は、教育上支障がない限り、学期の始めとすることができる。

（入学の出願）

第 25条 入学志願者は、所定の入学願書等に検定料を添付して提出しなければならない。

（入学者の決定）
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第 26条入学志願者に対しては、別に定める入学試験を行う。

第 27条 入学試験の結果合格した者は、別に定める入学の手続きを取らなければならない。

2 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。

（休学）

第 28条 病気その他やむを得ない理由により 3ヶ月以上修学することができないときは、保証人連署

の上、休学を願い出ることができる。

2 病気のため修学することが適当でないと認められる者については、休学を命じることがある。

（休学期間）

第 29条休学の期間は、当該年度を超えることはできない。なお、引続き休学を希望する場合は、あ

らためて休学願を提出しなければならない。ただし、休学期間は通算 2年を超えることはできない。

2 休学期間は第 18条に定める在学期間に算入しない。

（復学）

第 30条休学期間中においても、その事由が消滅した場合は、復学を願い出ることができる。

（退学）

第 31条 退学を希望する者は、保証人連署の上、退学願を提出しなければならない。

（再入学）

第 32条 退学した者が再入学を願い出た場合、研究科委員会において審査の上、学長がこれを許可す

ることができる。

（留学）

第 33条 研究科委員会が教育J:::有益と認めるときは、外国の大学院又はこれに相当する教育・研究機

関等に留学することができる。

2 留学の期間は 1年とし、これを延長する必要がある場合は、 1年ごとに申請するものとする。ただ

し、留学期間は、原則として 2年を超えることはできない。

3 留学期間中、外国の大学院において取得した単位については、第 17条の規定を準用する。

（除籍）

第 34条次に該当する者は、除籍する。

(1) 病気その他の理由により、成業の見込みがないと認められる者

(2) 第 6条の在学期間を経て、なお所定の課程を修了できない者

(3) 学生納付金を納付期日を過ぎて督促して、なお納付しなかった者

第 7章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、特別研究生、委託生及び外国人留学生

（科目等履修生）

第 35条 本大学院研究科の授業科目のうち、特定の科目等の履修を希望する者があるときは、教育研

究に支障のない限り、選考の上、科目等履修生として履修を許可し、履修科目の単位を認定すること

ができる。

（聴講生）

第 36条 本大学院研究科の授業科目のうち、特定の科目等の聴講を希望する者があるときは、教育研

究に支障のない限り、選考の上、聴講生として聴講を許可することができる。
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（特別聴講学生）

第36条の 2 他の大学院の学生で、本大学院研究科の授業科目のうち、特定の科目等の履修を希望す

る者があるときは、当該他大学院との協議に基づき、特別聴講学生として履修を許可し、履修科目の

単位を認定することができる。

2 特別聴講学生に関する規定は別に定める。

（特別研究生）

第37条 本大学院において、特定の課題について研究指導を受けることを希望する者があるときは、

選考の上、特別研究生として入学を許可することがある。

2 特別研究生となることのできる者は、本大学院学則第 23条の資格を有する者及び他の大学院又は

外国の大学院との協議に基づき認められた当該大学院に在籍するものとする。

3 特別研究生の期間は、 1年以内とする。ただし、審査の上、期間延長を許可することができる。

（委託生）

第38条 公共団体又はその他の機関から本大学院の特定科目について修学を委託される者があるとき

は、選考の上、委託生としてこれを許可することができる。

（外国人留学生）

第39条 本大学院に、外国人留学生として入学を志願する者には、別に定めるところにより選考の上、

入学を許可することができる。

第8章入学検定料及び学生納付金

（学生納付金等）

第40条 入学検定料及び学生納付金については、別表第 2及び別表第 3の定めるところによる。ただ

し、長期履修学生に係る学生納付金については、別表第4の定めるところによる。

（学生納付金の減免等）

第41条 所定の期日までに休学願を提出した場合に限り、休学期間中の授業料は徴収しない。ただし、

学期の中途において休学もしくは復学した者は、その全期間の授業料を徴収する。

2 学年の中途で退学する者は、学生納付金を納付しなければならない。ただし、所定の期日までに退

学願を提出した場合に限り、その期間の学生納付金を徴収しない。

3 修了延期者の授業料その他の納付金は、別に定める。

第42条 いったん納入した入学検定料、学生納付金は返還しない。

第43条 成績優秀、品行方正にして、経済的援助を必要とする学生に対し、入学後の授業料の全部又

は一部を免除し、または貸与することがある。

第9章懲戒

（懲戒）

第44条 本大学院学則に違反し、その他学生の本分にもとる行為をなした者は、研究科委員会の具申

を経て、学長がその軽重によりこれを懲戒処分とすることができる。

2 懲戒は、譴責、停学及び退学の 3種とする。ただし、退学は次の各号の一に該当する学生に対して

行う。

(1) 学業を怠り、成業の見込みがないと認められる者
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(2) 学内の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

(3) 正当の理由がなくして欠席が長期にわたる者

附則

この学則は、平成 14年4月 1日から施行する。

附則

1 この学則は、 2004年4月 1日から施行する。

2 2004年 3月31日に人間生活学研究科人間生活学専攻に在学する者にかかる授業科目について

は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附則

この学則は、 2005年4月 1日から施行する。

附則

1 この学則は、 2006年4月 1日から施行する。

2 2006年 3月31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

1 この学則は、 2007年4月 1日から施行する。

2 2007年 3月31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

1 この学則は、 2008年4月 1日から施行する。

2 2008年 3月31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

この学則は、 2009年4月 1日から施行する。

附則

1 この学則は、 20 1 1年4月 1日から施行する。

2 2 0 1 1年 3月31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

この学則は、 20 1 2年4月 1日から施行する。

附則

1 この学則は、 20 1 3年4月 1Hから施行する。

2 2 0 1 3年 3月31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

1 この学則は、 20 1 4年4月 1日から施行する。
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2 2 0 1 4年 3月 31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

この学則は、 20 1 5年4月 1日から施行する。

附則

1 この学則は、 20 1 6年4月 1Hから施行する。

2 2 0 1 6年 3月 31日に在学する者にかかる授業科目の成績の評価については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附 則

この学則は、 20 1 7年4月1日から施行する。

附 則

1 この学則は、 20 1 8年4月 1Hから施行する。

2 2 0 1 8年 3月31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

1 この学則は、 2020年4月 1日から施行する。

2 2020年 3月 31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

1 この学則は、 2022年4月 1日から施行する。

2 2022年 3月 31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。

附則

1 この学則は、 20 2 3年4月 1日から施行する。

2 2 0 2 3年 3月 31日に在学する者にかかる授業科目及び履修単位数については、改正後の規定に

かかわらず、なお従前の例による。
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別表第 1 授業科目

(1)人間生活学専攻

区分 授業 科日 開設単位数 必修単位数 選択単位数 備 考

人間生活学特講 l（人間生活学概論） 2 2 

人 人間生活学特講II（生活と教育） 2 2 

間 人間生活学特講m（生活と思想） 4 4 

生 人間生活学特講w（生涯発達と学習） 4 4 

活 人間生活学特講V（子どもと社会） 2 2 

ノ刀‘ 人間生活学特講VI(子どもと教育） 2 2 

野 人間生活学演習 I 4 4 

人間生活学演習 II 4 4 

生活環境学特講 I（都市環境論 I) 2 2 

生活環境学特講II（都市環境論II) 2 2 
生 生活環境学特講m（生活環境論） 4 4 
活

生活環境学特講w（家族と生活文化） 4 4 
環

生活環境学特講V（人間生活と食文化） 2 2 
境

分
生活環境学特講w（人間生活と衣文化） 2 2 

野 生活環境学演習 l 4 4 

生活環境学演習 II 4 4 

生活環境学演習m 4 4 

生活福祉学特講 I（障害と福祉 I) 2 2 

生活幅祉学特講II（障害と福祉II) 2 2 
生 生活福祉学特講m（医療と福祉） 4 4 
活

生活福祉学特講w（地域福祉） 4 4 
福

生活福祉学特講V（経済と福祉） 4 4 
祉
ノ刀＼ 

生活福祉学特講w（子どもと福祉） 2 2 

野 生活福祉学演習 l 4 4 

生活福祉学演習 II 4 4 

生活福祉学演習m 4 4 

特別研究 6 6 

計 88 6 82 
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(2)食物栄養学専攻

区分 授業科目 開設単位数 必修単位数 選択単位数 備 考

科日 礎基
食物栄養学概論 2 2 

栄養統計学概論 2 2 

食品品質学特論 l 2 2 

喜
食品品質学演習 l 4 4 

食品品質学特論II 2 2 
品

食品品質学演習II 4 4 質
分 食品品質学特論m 2 2 
野

食品品質学演習m 4 4 

食品加工機能学特論 2 2 

生体機能学特論 l 2 2 
生 生体機能学演習 I 4 4 
体

冒
生体機能学特論II 2 2 

生体機能学演習II 4 4 
分

生体機能学特論m 2 2 野
生体機能学演習m 4 4 

公衆栄養学特論 I 2 2 

公衆栄養学演習 I 4 4 

公衆栄養学特論II 2 2 

畠管
公衆栄養学演習II 4 4 

公衆栄養学特論m 2 2 

理 栄養管理学特論 l 2 2 

ハ刀 栄養管理学演習 l 4 4 
野 栄養管理学特論II 2 2 

栄養管理学演習II 4 4 

栄養管理学特論m 2 2 

栄養管理学特論w 2 2 

共通 食物栄養学総合講義 4 4 

食物栄養学研究法 4 4 

特別研究 6 6 

計 86 14 72 
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別表第 2 履修方法と修了必要単位数

(1)人間生活学専攻

区分 所属する分野

必修単位

選択必修単位
6単位以上

(*2) 

選択単位

修了必要単位数合計

所属する

分野以外

4単位以上

(*3) 

1 4単位以上 (*4)

3 0単位以上

*l所属する分野の特別研究を必修とする。

*2指導教員が担当する講義及び演習を選択必修とする。

特別研究

6単位

(*l) 

*3所属する分野以外の各分野の科目を 1科目以上選択必修とする。

*4他の専攻の授業科目は、 8単位を超えない範囲で選択単位として算入できる。

また、他の大学の大学院等で修得した単位は 10単位まで選択単位として算入できる。

(2)食物栄養学専攻

区分 所属する分野
所属する 食物栄養学

分野以外 研究法

必修単位 4単位
4単位

(*1) 

選択必修単位
6単位以上 6単位以上

(*2) (*3) 

選択単位 4単位以上 (*4)

修了必要単位数合計 3 0単位以上

*l指導教員が担当する特別研究と食物栄養学研究法を必修とする。

*2指導教員が担当する講義及び演習 1科目を選択必修とする。

*3所属する分野以外の各分野の科目を 1科日以上選択必修とする。

特別研究

6単位

(*1) 

*4他の専攻の授業科目は、 8単位を超えない範囲で選択単位として算入できる。

また、他の大学の大学院等で修得した単位は 10単位まで選択単位として算入できる。
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別表第 3 入学検定料

I検定料 30,000 円

別表第4 授業料その他の納付金

年度 専攻 学年 費 目 備 考

人 入学申込金 100,000 円
間 1年次 授業料（年額） 700,000 円 本学の卒業生に

2023 生 教育充実費（年額） 100,000 円 ついては、入学

年 活 申込金を免除す

度 学 授業料（年額） 700,000 円 る。
邑子 専 2年次

教育充実費（年額） 100,000 円
生 攻

納 食 入学申込金 100,000 円
付 物 1年次 授業料（年額） 700,000 円
金 栄 教育充実費（年額） 200,000 円

養

覧 学
2年次

授業料（年額） 700,000 円
専 教育充実費（年額） 200,000 円
攻
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別表第 5 長期履修学生に係る授業料その他の納付金

年度 専攻
履修計画年

学年 費 目 備 考
数

入学申込金 100,000 円

1年次
授業料（年額） 470,000 円 本学の卒業生に
教育充実費（年額） 70,000 円 ついては、入学
合計 640,000 円

申込金を免除す

3 年
授業料（年額） 470,000 円 る。

2年次 教育充実費（年額） 70,000 円

合計 540,000 円

授業料（年額） 460,000 円

人 3年次 教育充実費（年額） 60,000 円

間 合計 520,000 円

生 入学申込金 100,000 円
活

1年次
授業料（年額） 350,000 円

邑子 教育充実費（年額） 50,000 円
専 合計 500,000 円
攻 授業料（年額） 350,000 円

2年次 教育充実費（年額） 50,000 円

4 年 合計 400,000 円

2023 授業料（年額） 350,000 円

年
3年次 教育充実費（年額） 50,000 円

度
合計 400,000 円

学 授業料（年額） 350,000 円

生 4年次 教育充実費（年額） 50,000 円

納 合計 400,000 円

付 入学申込金 100,000 円

金 1年次
授業料（年額） 470,000 円

教育充実費（年額） 140,000 円

覧 合計 710,000 円

3 年
授業料（年額） 470,000 円

2年次 教育充実費（年額） 140,000 円

合計 610,000 円

授業料（年額） 460,000 円

食 3年次 教育充実費（年額） 120,000 円

物 合計 580,000 円
木序 入学申込金 100,000 円

養
1年次

授業料（年額） 350,000 円
巫子 教育充実費（年額） 100,000 円

専 合計 550,000 円

攻 授業料（年額） 350,000 円

2年次 教育充実費（年額） 100,000 円

4 年 合計 450,000 円

授業料（年額） 350,000 円

3年次 教育充実費（年額） 100,000 円

合計 450,000 円

授業料（年額） 350,000 円
4年次 教育充実費（年額） 100,000 円

合計 450,000 円





1 教査課程表

1. 人間生活学専攻

2. 食物栄養学専攻





　　―29―

1教育課程表

授業科目のナンバリングについて (2022年度以降入学生に適用）

(1) ナンバリングとは

授業科目に遥切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明示する仕組みです。
履修順序等が明確になるので、計画的な学修に役立ててください。

(2) 付番基準

科目に付番した番号を「ナンバリングコード」と呼び、 10桁の数字、アルファベットから構成されています。

例： ABC-D-5-12345
① ② ③ ④ 

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

！ ① 専攻 ② 授業形態 ③ 大学院の科目は 5 ④ 科目No.

: HLS:人間生活学専攻 L:講義 hOOOO :人間生活学専攻専門科目 ： 
: FSN：食物栄養学専攻 s：演習 s0000：食物栄養学専攻専門科目 ！ 

X:その他
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

1. 人間生活学専攻 (2023年度以降入学生に適用）

科目 他専攻 他大学 遠熙 単位数 開講学年・週時数

コート‘
ナンIヽ＇リンクさ

受入れ
院受入 授業 分野 授業科目

必修 選折
l 2 担当者 教職 備 考

れ 対応 前後 前後

岡倍由佳子

hOlll HLS-L-5-hOll 1 △ △ △ 人間生活学特請 I（人間生活学概論） 2 2 
木脇奈智子

゜
田中宏実

人
長尾順子

h0201 HLS-L-5-h0201 △ △ △ 
間

人間生活学特講11（生活と教育） 2 2 伊井義人

゜h0511 HLS-L-5-h0511 △ △ △ 生 人間生活学特講rn（生活と思想） 4 2 2 内田博

h0611 HLS-L-5-h0611 △ X X 活 人間生活学時講w（生涯発達と学習） 4 2 2 新川貴紀

゜h0711 HLS-L-5-h0711 △ △ △ 分 人間生活学特請V（子どもと社会） 2 

゜
木脇奈智子

゜
隔年 (2023年度開講）

野
h0811 HLS-L-5-h0811 X X X 人間生活学特講VI(子どもと教育） 2 

゜
庄井良信

゜h0311 HLS-S-5-h0311 △ X △ 人間生活学演習 I 4 2 2 伊井義人

゜h0351 HLS-S-5-h0351 △ X △ 人間生活学演習II 4 2 2 庄井良信

゜hl!Ol HLS-L-5-hllOl △ △ △ 生活環境学特講 I（都市環境論 I) 2 2 田中宏実

゜h1201 HLS-L-5-hlZOl △ X X 生活環境学特講11（都市環境論II) 2 2 田中宏実

゜hl401 HLS-L-5-hl401 △ X X 生 生活環境学特講rn（生活環境論） 4 2 2 松島肇

hl601 HLS-L-5-hl601 △ △ △ 活 生活環境学峙講w（家族と生活文化） 4 2 2 木脇奈智子

゜
隔年 (2024年度開講）

h1701 HLS-L-5-hl 701 △ △ △ 
環

生活環境学特構V（人問生活と食文化） 2 2 岡崎由佳子

゜
境

h1801 HLS-L-5-hlSOl △ X △ 分 生活環境学特講w（人間生活と衣文化） 2 2 長尾順子

゜h1301 HLS-S-5-h1301 △ X X 野 生活環境学演習 I 4 2 2 田中宏実

゜h1501 HLS-S-5-h1501 △ X △ 生活環境学演習II 4 2 2 木脇奈智子

゜h1511 HLS-S-5-h1511 △ X △ 生活環境学演習rn 4 2 2 岡崎由佳子

゜h2101 HLS-L-5-h2101 △ △ △ 生活福祉学特講 I（滋害と福祉 I) 2 2 若狭重克

h2201 HLS-L-5-hZZOl △ △ △ 生活福祉学時請11（障害と福祉II) 2 2 大友芳恵

h2401 HLS-L-5-h2401 △ △ △ 生活福祉学特講rn（医療と福祉） 4 2 2 丸山正二

h2611 HLS-L-5-h2611 △ △ 
生

生活福祉学特謂w（地域福祉） 4 2 2 船木幸弘X 
活

h2701 HLS-L-5-h2701 △ △ △ 福 生活福祉学特講V（経済と福祉） 4 2 2 内田博 隔年 (2024年度開講）

h2801 HLS-L-5-h2801 △ X X 祉 生活福祉学特講VI(子どもと福祉）※ 2 

゜
船木幸弘

h2802 HLS-L-5-h2802 △ 
分

小川恭子
野

h2301 HLS-S-5-h2301 △ X △ 生活福祉学演習 I 4 2 2 若狭重克

h2501 HLS-S-5-h2501 △ X △ 生活福祉学演習II 4 2 2 小川恭子

h2601 HLS-S-5-h2601 △ X △ 生活福祉学演習rn 4 2 2 大友芳悪

h3101 HLS-X-5-h3101 X X △ 特別研究※ 6 

゜
庄井良信 ｝ 人11!1生活分野

h3102 HLS-X-5-h3102 △ 岡崎由佳子

h3103 HLS-X-5-h3103 △ 木脇奈智子
｝］ ヰ匹分●h3104 HLS-X-5-h3104 △ 田中宏実

h3105 HLS-X-5-h3105 △ 若狭重克

h3106 HLS-X-5-h3106 △ 小川恭子 生活福祉分野

h3107 HLS-X-5-h3107 △ 大友芳恵

※担当者を選択（複数担当者の履修登録不可）
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1. 人間生活学専攻 (2020~2022年度入学生に適用）

科目
ナンIヽ＇リンが

他専攻
他大学 遠限 単位数 開講学年・週時数

コート令 ※2022年度入学生 受入れ
院受入 授業 分野 授業科目

必修 選折
l 2 担当者 教職 備 考

に適用 れ 対応 前後 前後

h0101 HLS-L-5-hOlOl △ △ △ 人開生活学特請 I（人間生活学原論） 2 2 

゜h0201 HLS-L-5-hOZOl △ △ △ 人間生活学特講11（生活と教育） 2 2 伊井義人

゜h0511 HLS-L-5-h0511 △ △ △ 人 人間生活学特請rn（生活と思想） 4 2 2 内田博

h0611 HLS-L-5-h0611 △ X X 間 人間生活学特講w（生涯発達と学習） 4 2 2 新川貴紀

゜h0711 HLS-L-5-h0711 △ △ △ 
生

人間生活学特講V（子どもと社会） 2 

゜
木脇奈智子 隔年 (2023年度開講）

活
h0811 HLS-L-5-h0811 X X X 分 人間生活学特請VI(子どもと教育） 2 

゜
庄井良信

h0311 HLS-S-5-h0311 △ X △ 野 人間生活学演習 I 4 2 2 伊井義人

゜h0351 HLS-S-5-h0351 △ X △ 人開生活学演習 II 4 2 2 庄井良信

h0361 HLS-S-5-h0361 X X X 人間生活学演習rn 4 2 2 内田博

hl!Ol HLS-L-5-hllOl △ △ △ 生活環境学特講 I（都市環境論 I) 2 2 田中宏実

゜h1201 HLS-L-5-hlZOl △ X X 生活環境学時講11（都市環境論II) 2 2 田中宏実

゜h1401 HLS-L-5-h1401 △ X X 生 生活環境学特講rn（生活環境論） 4 2 2 松島肇

h1601 HLS-L-5-h1601 △ △ △ 活 生活環境学特講w（家族と生活文化） 4 2 2 木脇奈智子

゜
隔年 (2024年度開講）

h1701 HLS-L-5-hl 701 △ △ △ 
環

生活環境学峙講V（人間生活と食文化） 2 2 岡崎由佳子

゜境
h1801 HLS-L-5-hlSOl △ X △ 分 生活環境学特請W（人間生活と衣文化） 2 2 長尾順子

゜hl301 HLS-S-5-hl301 △ X X 野 生活環境学演習 I 4 2 2 田中宏実

゜h1501 HLS-S-5-h1501 △ X △ 生活環境学演習 II 4 2 2 木脇奈智子

゜h1511 HLS-S-5-h1511 △ X △ 生活環境学演習rn 4 2 2 岡崎由佳子

゜h2101 HLS-L-5-h2101 △ △ △ 生活福祉学特講 I（障害と福祉 I) 2 2 若狭重克

h2201 HLS-L-5-h2201 △ △ △ 生活福祉学特講11（障害と福祉II) 2 2 大友芳恵

h2401 HLS-L-5-h2401 △ △ △ 生 生活福祉学特講rn（医療と福祉） 4 2 2 丸山正三

h2611 HLS-L-5-h2611 △ △ △ 活 生活幅祉学峙講w（地域福祉） 4 2 2 船木幸弘

h2701 HLS-L-5-h2701 △ △ △ 
福

生活福祉学特構V（経済と福祉） 4 2 2 内田博 隔年 (2024年度開講）
祉

h2801 HLS-L-5-h2801 △ X X 分 生活福祉学特講w（子どもと福祉）※ 2 

゜
船木幸弘

h2802 HLS-L-5-h2802 △ 野 小川恭子

h2301 HLS-S-5-h2301 △ X △ 生活福祉学演習 I 4 2 2 若狭重克

h2501 HLS-S-5-h2501 △ X △ 生活福祉学演習II 4 2 2 小川恭子

h3101 HLS-X-5-h3101 X X △ 特別研究※ 6 

゜
庄井良信 ｝ 人問生活分野

h3102 HLS-X-5-h3102 △ 岡崎由佳子

h3103 HLS-X-5-h3103 △ 木脇奈智子
｝｝ す活立分野

h3104 HLS-X-5-h3104 △ 田中宏実

h3105 HLS-X-5-h3105 △ 若狭重克
生活祇祉分野

h3106 HLS-X-5-h3106 △ 小川恭子

※担当者を選択（複数担当者の履修登録不可）
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2．食物栄養学専攻 (2022年度以降入学生に適用）

科目 他専攻
他大学 遠隔 単位数 開講学年・週時委

コ→→
ナンバリンク‘

受入れ
院 授業 分野 授業科目

必修 選析
1 2 担当者 教職 備 考

受入れ 対応 前後 前後

s0011 FSN-L-5-sOOl 1 △ △ X 礎年 食物栄養学概論 2 2 原 博

s0021 FSN-L-5-s0021 △ X △ 科 栄養統計学概論 2 0 小山田正人 集中講義
R 

s0101 FSN-L-5-s0101 △ △ X 食品品質学特論 I 2 2 松坂裕子

゜s0201 FSN-S-5-s0201 X X X 
食

食品品質学演習 l 4 2 2 未定

゜
2023年度開構せず

s0301 FSN-L-5-s0301 △ △ △ 品 食品品質学特論II 2 2 未定

゜
2023年度開猜せず

s0401 FSN-S-5-s0401 X X △ 品 食品品質学演習II 4 2 2 未定

゜
2023年没院謂せず

質 菊地和美
s0411 FSN-L-5-s0411 △ △ △ 分 食品品質学特論III 2 2 

村田まり子

゜△ 
野

食品品質学演習III 菊地和美

゜
s0421 FSN-S-5-s0421 X X 4 2 2 

s0511 FSN-L-5-s0511 △ X X 食品加工機能学特論 2 2 中川良二

゜sllOl FSN-L-5-s1101 △ △ X 生体機能学特論 I 2 2 中 河 原 俊 治

゜s1211 FSN-S-5-s1211 X X X 生 生体機能学演習 I 4 2 2 中 河 原 俊 治

゜s1301 FSN-L-5-s1301 △ △ X 
体

生体機能学特論II 2 2 原 博

゜
機

s1411 FSN-S-5-s1411 X X X 能 生体機能学演習II 4 2 2 原 博

゜s1311 FSN-L-5-s1311 △ X △ 
分

生体機能学特論III 2 2 
ニ田村理恵子

゜
野 西向めぐみ

s1511 FSN-S-5-s1511 X X △ 生体機能学演習III 4 2 2 三田村理恵子

゜s2111 FSN-L-5-s2111 △ △ △ 公衆栄養学特論 I 2 2 小山田正人

゜s2211 FSN-S-5-s2211 X X △ 公衆栄養学演習 l 4 2 2 小山田正人

゜s2261 FSN-L-5-s2261 △ △ △ 公衆栄養学特論II 2 2 隈元晴子

゜s2271 FSN-S-5-s2271 X X △ 公衆栄養学演習II 4 2 2 隈元晴子

゜s2281 FSN-L-5-s2281 △ X X 公衆栄養学特論III 2 

゜
松本恵

゜s2301 FSN-L-5-s2301 △ △ △ 栄 栄養管理学特論 I 2 2 藤井義博

゜s2411 FSN-S-5-s2411 X X △ 養 栄養管理学演習 I 4 2 2 藤井義博

゜s2501 FSN-L-5-s2501 △ △ X 
硲目

栄養管理学特論II 2 2 中川幸恵

゜
理

s2601 FSN-S-5-s2601 X X X 分 栄養管理学演習II 4 2 2 未定

゜
2023年度開艤せず

s2701 FSN-L-5-s2701 △ △ △ 
野

栄養管理学特論III 2 2 小山田正人

゜＇ s2801 FSN-L-5-s2801 △ X X 栄養管理学特論w 2 2 中川幸恵

゜小山田正人
石川祐一
小西徹夫

佐久間一郎
角田政隆

s2901 FSN-L-5-s2901 △ X △ 食物栄養学総合講義 4 2 2 小山田正人
菊地和美
隈元晴子
中 河 原 俊 治

共 原 博
通 三田村理恵子

中川幸恵
藤井義博
松坂裕子

村田まり子

s3002 FSN-S-5-s3002 X X △ 食物栄養学研究法※ 4 

゜
菊地和美 ｝食品品質分野

s3004 FSN-S-5-s3004 X 中 河 原 俊 治

s3009 FSN-S-5-s3009 X 原 博 生体機能分野

s3005 FSN-S-5-s3005 △ 三田村理恵子

s3006 FSN-S-5-s3006 △ 小山田正人
｝栄養管理分野

s3007 FSN-S-5-s3007 △ 隈元晴子

s3102 FSN-X-5-s3102 X X △ 特別研究※ 6 

゜
菊地和美 ｝食品品質分野

s3104 FSN-X-5-s3104 X 中 河 原 俊 治

s3109 FSN-X-5-s3109 X 原 博 生体機能分野

s3105 FSN-X-5-s3105 △ 三田村理恵子

s3106 FSN-X-5-s3106 △ 小山田正人
｝栄養管理分野

s3107 FSN-X-5-s3107 △ 隈元晴子

※担当者を選択（複数担当者の履修登録不可）
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2．食物栄養学専攻 (2020年度、 2021年度入学生に適用）

科目 他専攻
他大学 遠隔 単位数 開講学年・週時券

コート` 受入れ
院 授業 分野 授業科目

必修選択
1 2 担当者 教職 備 考

受入れ 対応 前後 前後

s0011 △ △ X 礎 食物栄養学概論 2 2 原 博

s0021 △ X △ 科R 栄養統計学概論 2 

゜
小山田正人 集中講義

s0101 △ △ X 食品品質学特論 I 2 2 松坂裕子

゜s0201 X X X 
食

食品品質学演習 I 4 2 2 未定

゜
2023年度開講せず

s0301 △ △ △ 品 食品品質学特論II 2 2 未定

゜
2023年度開荘せず

s0401 X X △ ＂ロ＂ 食品品質学演習 II 4 2 2 未定

゜
2023年度開講せず

質
菊地和美

s0411 △ △ △ 分 食品品質学特論III 2 2 
村田まり子

゜野
s0421 X X △ 食品品質学演習III 4 2 2 菊地和美

゜s0511 △ X X 食品加工機能学特論 2 2 中川良二

゜s1101 △ △ X 生体機能学特論 I 2 2 中河原俊治

゜s1211 X X X 生 生体機能学演習 I 4 2 2 中河原俊治

゜s1301 △ △ X 
体

生体機能学特論II 2 2 原 博

゜
機

s1411 X X X 能 生体機能学演習 II 4 2 2 原 博

゜s1311 △ △ 
分

生体機能学特論III 2 2 
ニ田村理恵子

゜
X 野 西向めぐみ

s1511 X X △ 生体機能学演習III 4 2 2 三田村理恵子

゜s2111 △ △ △ 公衆栄養学特論 I 2 2 小山田正人

゜s2211 X X △ 公衆栄養学演習 I 4 2 2 小山田正人

゜s2251 △ X X 公衆栄養学特論II 2 

゜
松本恵

゜
集中講義

s2301 △ △ △ 栄養管理学特論 I 2 2 藤井義博

゜s2411 X X △ 栄 栄養管理学演習 I 4 2 2 藤井義博

゜s2501 △ △ X 養 栄養管理学特論II 2 2 中川幸恵

゜s2601 X X X 
砥呂

栄養管理学演習 II 4 2 2 未定

゜
2023年度開請せず

理
s2701 △ △ △ 分 栄蓑管理学特論III 2 2 小山田正人

゜s2801 △ X X 野 栄簑管理学特論w 2 2 中川幸恵

゜小山田正人
石川祐一
小西徹夫

佐久間一郎
角田政隆

s2901 △ X △ 食物栄養学総合講義 4 2 2 
小山田正人

菊地和美
隈元晴子
中河原俊治

共 原 博
通 三田村理恵子

中川幸恵
藤井義博
松坂裕子

村田まり子

s3002 X X △ 食物栄養学研究法※ 4 

゜
菊地和美 食品品質分野

s3004 X 中河原俊治

s3009 X 原 博 生体機能分野

s3005 △ 三田村理恵子

s3006 △ 小山田正人 栄養管理分野

s3102 X X △ 特別研究※ 6 

゜
菊地和美 食品品質分野

s3104 X 中河原俊治

s3109 X 原 博 生体機能分野

s3105 △ 三田村理恵子

s3106 △ 小山田正人 ｝栄養管理分野

※担当者を選択（複数担当者の履修登録不可）
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11修了の要件

1.本大学院を修了するためには合計 30単位以上修得し、かつ修土論文の審査および

最終試験に合格しなければならない。

人間生活学専攻

区分 所属する分野 所属する分野以外 特別研究

必修単位 6単位 (*1)

選択必修単位 6単位以上 (*2) 4単位以上 (*3)

選択単位 1 4単位以上 (*4)

修了必要単位数合計 30単位以上

* 1 所属する分野の特別研究を必修とする。

*2 指導教員が担当する講義及び演習を選択必修とする。

*3 所属する分野以外の各分野の科目を 1科目以上選択必修とする。

*4 他の専攻の授業科目は、 8単位を超えない範囲で選択単位として算入できる。

また、他の大学の大学院等で修得した単位は 10単位まで選択単位として算入できる。

食物栄養学専攻

区分 所属する分野 所属する分野以外 食物栄養学研究法 特別研究

必修単位 4単位 4単位（＊1) 6単位（＊1)

選択必修単位 6単位以上 (*2) 6単位以上 (*3)

選択単位 4単位以上 (*4)

修了必要単位数合計 30単位以上

* 1 指導教員が担当する特別研究と食物栄養学研究法を必修とする。

*2 指導教員が担当する講義及び演習 1科目（科目名末尾のローマ数字が同一の講義と

演習の組み合わせとする）を選択必修とする。

*3 所属する分野以外の各分野の科目を 1科目以上選択必修とする。

*4 他の専攻の授業科目は、 8単位を超えない範囲で選択単位として算入できる。

また、他の大学の大学院等で修得した単位は 10単位まで選択単位として算入できる。
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2. 成績評価は、次のとおりである。

評価基準

評価

点数 2016年度 2015年度

入学生 以前入学生

100~90 A +  
優

89~80 A 

合格 79~70 B 良

69~60 C 可

認定 認定

59~ 0 F 不可
不合格

不認定 不認定

放棄 放棄 放棄

※不合格、放棄の成績は、成績証明書には表記しない。

m 研究指導計画書の作成について

研究課題や研究指導の方法及び内容並びに修了までの研究指導計画を明示するため、

学生の入学年度当初において「研究指導計画書」（以下「計画書」という）を作成する。

"・度 鹸女（大，，火下院人間生拓“9碩究科 碩究指導91繭丹

で謳嘗’1:1- | im |9 

作成の手続きは、以下の手順で行う。 ●攻名 I叫 叫公I●●

騒売霞 u

①「計画書」の様式は、右のとおりとする。
．囀穀●名 • l •J指●教.. I 

年裏

印

② 指導教員は、学生と十分な打ち合わせを行い

「計画書」を作成する。

II売賓；鼈tt• 峯惰尋尋員と匹rJ.I:.. 7'量が記入（騒覺の脅鳳騒覺111'1.lil賽ガ法． Iii覺It画轟を＊＂ l

③「計画書」は、入学年度の履修登録確定時まで

に指導する学生ごとに作成する。

④「計画書」は、研究指導が修了するまで、指導

教員が研究指導の記録として保管する。

⑤「計画書」の写しを 4月末までに教務課に提出する。

⑥ 研究の進捗状況等により計画の見直しを行った場合は、

新たな「計画書」を再提出する。

i 
霞

i 
； 

出

11/曇計漏崇楢曇敷械配人（年躙楢贔計麟尋奮含め具体的に記A)

F 
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研究の進捗状況を把握するために修士論文作成中間報告会 (2年次 5月下旬～

6月上旬の予定）を行い、研究内容、研究方法等の妥当性や関連文献とのかかわり

などについて討議し、学生は今後の研究への取り組みについて助言や指導を受ける。

その後、学生は「藤女子大学大学院人間生活学研究科修士論文規程」に基づき、学

位論文を完成・提出し、修士論文発表会を経て学位論文の審査及び最終試験を受ける。

w修士論文について

1.藤女子大学大学院人間生活学研究科修士論文規程

（指導教員）

第 1条 修士論文（以下「論文」という。）の作成指導を行うために、指導教員を定め

る。

2 指導教員は、藤女子大学大学院人間生活学研究科（以下「研究科」という。）にお

いて特別研究を担当する教員 1名とする。

3 やむを得ない事由がある場合には、指導教員が代わることがある。

4 指導教員の指導を補佐するため、副指導教員を置くことができる。

（題目の届出）

第 2条 論文を提出しようとする者は、あらかじめ指導教員の指導を受け、修了年度の

前期授業終了日までに、修士論文題目届（様式 1)を研究科長に提出するものとする。

2 やむを得ない事情により題目を変更する者は、指導教員の承認を受け、修士論文題

目変更届（様式2) を研究科長に提出するものとする。

（審森の願い出）

第 3条 論文の審査を願い出る者は、次の書類を研究科長に提出するものとする。

(1) 修士諭文審査願（様式3) 1部

(2) 修士論文 正 1部副2部

(3) 略歴書（様式4)

（願い出の期限）

1部

第4条 論文の審査の願い出の期限は、修了年度の 2月9日正午までとする。ただし、

2月9日が休日の場合は 2月 10日正午までとする。

（審杏の付託）

第 5条 研究科長は論文を受理したとき、審査委員会に論文審査及び最終試験を付託

する。

2 審査委員会に関する規程は、別に定める。

（研究科委員会の審議）

第 6条研究科委員会は、審査委員会の報告に基づいて合否の判定を行うものとする。

（再審査）

第 7条 論文の審査に不合格になった者には、後日、再提出を求め再審査をすることが
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ある。

（保管）

第 8条論文は、本学図書館に保管する。

（その他）

第 9条 非常事態等により、学年暦に変更が生じた場合は、修士論文題目届提出期限、

修士論文提出期限について変更することがある。

附則

1 この規程は、 2003年4月23日から施行する。

2 2002年4月 1日制定の藤女子大学人間生活学研究科修士論文規程は、廃止する。

附則

この規程は、 2003年 12月 10日から施行する。

附則

この規程は、 2004年4月 1日から施行する。

附則

この規程は、 2007年 7月26日から施行する。

附則

この規程は、 20 1 4年4月 1日から施行し、 20 1 5年度修了予定者から適用する。

附則

この規程は、 20 2 1年4月 1日から施行する。

く注意＞修士論文の各届出用紙は、提出の際にはA4サイズの様式を使用すること。
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楳式1

修士給文題目届

藤女＋大学大学院人間牛活学研究科長殿

人伯’1活干研究科

学番舛

修士論文の駁目を次のとおり届け出ます．

論文題目

指導蕊"

剃指溢敷日

壌式 3

修 士 論 文 審 査 願

藤ム＋大学大学院人間牛活学研究科長殿

999ナ

氏名

牛年月日 年 月 R牛

本藉地 （都道府県名のみ）

平 卓

指滋教●

副指導教●

論文題 目

論文審査委員

年月 日

豆

年月 日

様式2

修士綸文姪目変更届

年月 R

藤女子大学大学院人閤生活学研究科長 殿

人間牛祈学研究科

学籍益号

氏名

修上論文の題目を次のとおり変更します。

綸文駐目

指導教員

副指淋甜"

様式4

略 歴書

藤女子大学大学院人間生活学研究科長 殿

私の格歴は、以下のとおりですe

牛年月 日 年月 日牛

人間生活学研究科

学11番号

氏名

本癌地 （都道府県名のみ）

大学 学祁 年 月人学

大学

早

年月日

専攻

学科 年 月 木業退学

年月

戦歴 年月

年月

薩女子K学K学院人間生活学研究科 年 月入学

大 学院

専攻 年 月修了修了見込
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2.修士論文の評価基準

修士論文は、論文ごとに審査委員会を組織し、以下の各項目に関する審査結果を基に、

総合的に判断してその成績を評価する。＊

1) 当該研究領域において、修士としての十分な知識と能力が認められる。

2)研究テーマの設定が妥当であり、また論文作成に当って問題意識が十分明確である。

3)論述（本文、図、表、引用、文献表等）が適切であり、論理構成が首尾一貰している。

4)採用された研究方法、調査・実験方法、論証方法が適切であり、また論証に当っての

分析・考察が十分論理的かつ具体的である。

5) 当該研究領域の理論的・実証的見地に照らして、独自の価値が認められる。

6)外国語文献読解や外国における調査が要求されるテーマについては、必要とされる当

該外国語に関する十分な能力が認められる。

＊審査委員会は、指導教員を主査とし、両専攻の教員を副査として構成される。必要に応

じて大学院担当教員以外の者を副査に加えることがある。

3.修士論文作成スケジュール・モデル

内 容 日 程 摘要 （担 当）

① 学位論文題目提出受付 7月 1日（士）より 教務課

修土論文題目届 1部 7月 31日（月）まで ＊届出用紙はポータルサイト「F-Station」

1 7時締切 よりダウンロード

② 学位論文題目変更届受付 題目提出後随時 教務課（該当者のみ）

修七論文題目変更届 1部 女届出用紙は教務課で配付

③ 審査委員会設置 1 1月中旬 研究科委員会

④ 学位論文審査受付 2024年 教務課

修士論文審査願 1部 2月 9H （金）まで ＊願出用紙・略歴書用紙はポータルサイト

修士論文 正 1部 1 2時締切 「F-Station」よりダウンロード

副 2部以上 ： 論文の製本は指導教員の｀： 
略歴普 1部 ＇ ， 指示に従うこと ： ¥ ______________________  ✓ 

⑤ 学位論文の審査および 修士論文受理後～ 審査委員会

最終試験の実施とその判定 2月末日までの期間

⑥ 学位授与の可否を決定 3月 7日（木） 研究科委員会

（修了判定会議） （修了判定会議）

⑦ 修了判定結果発表 3月 8日（金） ＊ポータルサイト「F-Station」より連絡

⑧ 要旨、保存用修土論文(1部）提出 3月 14日（木） 教務課 (12時まで）

⑨ 学位記の授与（学位記授与式） 3月 19日（火）

※ 特別再履修者の日程は別に定める。 （該当者に別途通知する。）

以下のモデルを参考にして、指導教員の指導の下に、自らの計画を作成すること。

1)人間生活学専攻

1年次 4月～

1 0月末

1月末

論文テーマ検肘

論文テーマ確定

論文構想（章立て、実験・調査計画等）確定
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2年次 5月下旬～

6月上旬 論文作成中間報告会

7月31日 論文題目提出

2月 9日 論文提出

2月 17日 論文発表会

2)食物栄養学専攻

1年次 4月～ 論文テーマ検肘

8月末 論文テーマ確定

論文構想（実験・調査計画等）確定

実験・調査の実施

2年次 5月下旬～

6月上旬 論文作成中間報告会

7月31 H 論文題H提出

2月 9日 論文提出

2月 17 H 論文発表会

4.修士論文の保存と要旨について

修上論文審査に合格し修了する大学院生の修土論文は、図書館に保存する。

要旨は、下記の要領で作成し印刷したものを、保存用修士論文とともに教務課に提出する。

1)修士論文

1部を提出する。製本は不要。ページ数が多い場合は、資料等を別冊にしてもよい。

2)要旨

（様式）

• A4サイズ、 2枚以内

・余白は上35mm、左右下30mm

・文字数および行数は設定自由

．題目は14フォントで中揃え、

所属と氏名は11フォントで右揃え

・一行目「00年度修土論文要旨」

（西暦で書くこと）と【目的】

以下の文章は、

Windowsの場合は10.5フォント、

Macの場合は11フォント
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V 墜職課程履修要項

1. 刈開生活習形菩卜で駁翡できる教葡熾員免許状の種煩と免許教科

2. 教育職員免許状授与の基礎資格と最低修得単位数

3. 中学校・高等学校教諭専修免許状取得について

4. 栄養教諭専修免許状取得について
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v教職課程履修要項

1．人間生活学研究科で取得できる教育職員免許状の種類と免許教科

本大学院では、以下の教育職員専修免許状を取得することができる。

ただし、すでに当該専修免許状の基礎となる一種免許状等を取得している者に限る。

専攻

人間生活学専攻

食物栄養学専攻

免許状の種類

中学校教諭専修免許状

高等学校教諭専修免許状

栄蓑教諭専修免許状

免許教科

家庭

家庭

2.教育職員専修免許状授与の基礎資格と最低修得単位数

授与免許状 基礎資格

中学校教諭専修 中学校教諭一種

免許状（家庭） 免許状（家庭）

高等学校教諭専修 高等学校教諭一種 修士の学位を

免許状（家庭） 免許状（家庭） 取得すること

栄養教諭専修 栄養教諭一種免許状

免許状 管理栄養士免許

3. 中学校・高等学校教諭専修免許状取得について

次表の授業科目の中から24単位以上を修得すること。

家庭

く2023年度入学生に適用＞

最低修得単位数

大学が独自に設定する科目

24単位以上

大学が独自に設定する科目

24単位以上

大学が独自に設定する科目

24単位以上

免許法施行規則に 左記に対応する本学の開設授業科目

定める科目区分等
授業科 目

単位数 備考

科 目 単位数 必修 選択
教科及び教科の 24 人間生活学特講 I （人間生活学概論） 2 ヽ

指導法に関する
人間生活学特講II （生活と教育） 2 科目
人間生活学特講V （子どもと社会） 2 

生活環境学特講 I （都市環境論 I) 2 

生活環境学特講II （都市環境論II) 2 
このうち

生活環境学特講w （家族と生活文化） 4 
〉 24単位

生活環境学特講V （人間生活と食文化） 2 選択必修

生活環境学特講VI（人間生活と衣文化） 2 

生活環境学演習 I 4 

生活環境学演習 II 4 

生活環境学演習III 4 
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教育の基礎的理
解に関する科目

人間生活学特講w （生涯発達と学習）

人間生活学特講w（子どもと教育）

人間生活学演習 l

人間生活学演習 II ヽ

4

2

4

4

 

く2020,...,,,2022年度入学生に適用＞

免許法施行規則に 左記に対応する本学の開設授業科目

定める科目区分等
授業科 目

単位数 備考

科 目 単位数 必修 選択

教科及び教科の 24 人間生活学特講 I （人間生活学原論） 2 ‘ 
指導法に関する

人間生活学特講II （生活と教育） 2 科目
生活環境学特講 l （都市環境論 I) 2 

生活環境学特講11 （都市環境論II) 2 

生活環境学特講w（家族と生活文化） 4 
このうち

生活環境学特講V （人間生活と食文化） 2 > 24単位
生活環境学特講VI（人間生活と衣文化） 2 選択必修

生活環境学演習 I 4 

生活環境学演習 II 4 

生活環境学演習III 4 
教育の基礎的理 人間生活学特講w（生涯発達と学習） 4 
解に関する科目

人間生活学演習 l 4 ， 

4.栄養教諭専修免許状取得について

次表の授業科目の中から24単位以上を修得すること。

栄養教諭

く2022年度以降入学生に適用＞

免許法施行規則に 左記に対応する本学の開設授業科目

定める科目区分等 単位数 備考

科 目 単位数
授業科目

必修 選択大
巫子 人体の構造と機 24 生体機能学特論 I 2 | ¥` 
が 能及び疾病の成 生体機能学演習 l 4 
加 り立ち 生体機能学特論II 2 え
る 生体機能学演習 II 4 

iァゴ養木p 生体機能学特論III 2 

準iア 生体機能学演習III 4 
ず- 食べ物と健康 食品品質学特論 I 2 る係
科る 食品品質学演習 I 4 

目教云円 食品品質学特論II 2 

に 食品品質学演習 II 4 
関 食品品質学特論III 2 
す

食品品質学浪習III 4 このうち
る > 2 4単位
科 食品加工機能学特論 2 選択必修
目 栄養教育論 栄養管理学特論III 2 I 
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臨床栄養学 栄養管理学特論 I 2 

栄養管理学演習 I 4 

栄養管理学特論II 2 

栄養管理学演習 II 4 

栄養管理学特論w 2 

公衆栄養学 公衆栄養学特論 I 2 

公衆栄養学演習 I 4 

公衆栄養学特論II 2 

公衆栄養学演習 II 4 

公衆栄養学特論III 2 ヽ





VI 学生生活の手引き

1. 学生証について

2. 各種証明書について

3. 諸願・届について

4. 学費の納人について

5. 奨学金について

6. ティーチング・アシスタントについて

7. 学内諸施設、設備の使用について

8. 学生生活上の留意事項

9. 学生相談室

IO. 保健センター

1 1. キャリア支援について

1 2. 個人情報の取扱いについて

1 3. 藤女子大学ハラスメントガイドライン

I 4. 図書館について
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2.各種証明書について （学生生活ハンドブックP54~55参照）

〈各証明書の申請について〉

証明書交付願に必要事項を記入し、規定の手数料に応じた本学証紙を購入して、交付願に

貼付（証紙はシールになっている）の上、申し込むこと。

種 類 手数料 取扱窓口 交付H

修了見込証明書 100円

成績証明書 200円
教務課 申込の 2日後

教育職員免許状取得見込証明書 200円

在籍証明書（休学者・退学者のみ） 200円
（花川オフィス）

学力に関する証明書（教免申請用） 200円 申込の 7日後

在学証明書 200円
学生課 申込の翌日

健康診断書 500円

学生証再発行 1,000円
（花川オフィス）

申込の 3日後

※英文による証明書については、学部学生便覧を参照してください。

3. 諸願・届について （学生生活ハンドブックP56~58参照）

〈住所・電話番号の変更について〉

・学生本人に閤する変更があった場合は、ポータルサイト又は学生課にある変更届にて届

出ること。

・保証人に関する変更があった場合は、学生課にある変更届にて届出ること。

〈海外留学及び渡航届について〉

•渡航する場合には、学生課にある洵外渡航届にて届出ること。

4.学費の納入について （学生生活ハンドブックP59~60参照）

・授業料その他の納付金は、学則別表4 (P 2 4) を参照してください。

•長期履修学生に係る授業料その他の納付金は、学則別表 5 (P 2 5) を参照してください
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5.奨学金について （学生生活ハンドブックP61~62参照）

日本学生支援機構 キノルド司教記念奨学金 藤の実奨学金

種類 第一種奨学金 第二種奨学金

無利子貸与 有利子貸与
無利子貸与 給付

50,000円

50,000円
80,000円

昨年度金額 100,000円

（月額）
又は

130,000円
44,000円 10,000円

88,000円
150,000円

上記から選択

昨年度 推薦基準に合致 推薦基準に合致
1名 1名

募集数 した適格者全員 した適格者全員

・過去に日本学生支援機構奨学金貸与奨学金を受けた場合、スカラネットパーソナルから「在学猶予願」
を提出することで、在学中は返還猶予となる。

・奨学金募集案内はポータルサイトと掲示板を通じて行うので、希望者は学生課へ申し出ること。

6. ティーチング・アシスタントについて

教育的配慮の下に学部の教育補助業務に従事させ、将来、教員、研究者になるためのトレ

ーニングの機会の提供を図るとともに、学部教育におけるきめ細かい指導の実現を図ること

を目的として、大学院に在学する優秀な学生をティーチング・アシスタント (TA) として

採用する。奨学に資することを目的として、手当てを支給する。

1)職務内容

・教育的効果を高めるため、授業科目を担当する教員の指示に従い、学部学生等に対する

実験、実習及び演習等の教育補助を行う。

・授業時間内業務とする。

2)担当コマ数

. 1週3コマを超えないものとする。 (1コマ 90分）

3)選考基準

・将来、大学及び企業等において教員または研究者として活躍が期待される者

・学業及び研究而で優秀と認められ、かつ、教育的指導力を有すると判断される者

・TAの業務が、自己の学業・研究の進展を妨げないと判断される者

4)選考方法

・指導教員の推薦に基づき、当該専攻会議において選考し、研究科委員会の議を経て学長

が決定する。

5)採用期間

・年度限りとし、継続する場合は、新規採用とする。
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7. 学内諸施設、設備の使用について （学生生活ハンドプックP50参照）

1)校舎・校地（教室、調理室、実験室、被服室、体育館、ク｀ラウンド、テニスコート等）使用

•各種行事との関連があるので、事前に総務課に使用状況を確認の上、使用願の手続きを

すること。

・学外者がいる場合は学外者名簿を添付し許可を得ること。

2)食堂（ハマナスホール） 民間の委託業者：共立メンテナンス

・営業時間（授業期間中、平日のみ営業） 10:00~15:oo 

・食券は当日のみ有効で、翌日以降の返金はしない。

・セルフサービスなので食事後食器は所定の場所へ戻すこと。

・昼食等の繁忙時以外は談話等に利用できる。

・開放時間 9:00~17:00（土曜日 13:00) 

3)購買（グレイスコーナ） 民間の委託業者：三省堂書店

・営業時間（授業期間中、平日のみ営業） 8:45~18:00 

・文具は10％引き、書籍・雑貨・軽食飲料は5％引きで販売している。

4)セミナーハウス

・茶室等があり、ゼミ・クラブ等の教育諸活動に利用できる。

・学生がセミナーハウスを使用する際は、総務課（花）1|オフィス）で予約の上、手続きを

とること。

5)キノルド資料館

•藤学園の歴史を振り返る写真や展示物がある。

・講演会、研究発表会等にも利用ができる。

8. 学生生活上の留意事項 （学生生活ハンドブックP51~52参照）

事務取扱いについて

・事務室業務取扱時間

月～金 9:00~17:00 土曜日 9:00~12:30 

事務取扱時間に間に合わない場合には事前に相談すること。

・図苔館開館時間

通 常月～金 9:00~19:00

休業中 月～金 9:00~16:30

・学生玄関の施錠時間

月～土 20:00

土曜日 9:00~15:oo 

土曜日 9:00~12:30 

20:00以降、学内に居残りをする場合には、居残届を総務課へ提出すること。

1)通学と学内の出入り

・学内は土足可（体育館は上履きの運動靴を使用すること）。

・自動車（バイクを含む）による通学は原則的には禁止している。

ただし、必要性がある場合は自動車通学許可基準によるので、学生課に申し出ること

・自転車は所定の場所（駐輪場）に駐輪すること。
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2)持ち物の自己管理について

・持ち物は各自が充分に注意して管理すること。

・学内での落とし物は学生課に届くので必ず確認のこと。

3)暴風警報・自然災害等の緊急時における大学の授業・試験等の取扱いについては、

学生生活ハンドブックP158を参照ください。

4)掲示内容と掲示場所

大学院生へのお知らせ・

個人呼出
•…· ・・ ・・ ·…•…· ・・ ・・ ·…•…· ・・ ·…•…· ・・ ・・ ·…•…· ・・ ・・ "•…· ・・ ・・ ·…•…· ・・ ・・ "•…· ・・ ・・ ·…•…· ・・ ・・ ·…•…· ・・ ·…•…· ・・ ・・ ·…•…· ・・ ・・ "•…· ・・ ・・ "•…•l 

ポータルサイト

大学院掲示板(lFホール）
教務関係

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 

学生全般（学部生・院生）への

お知らせ I ポータルサイト

学生課掲示板(lFホール）
・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 

グローバル教育センター掲示板(lFホール）

国際交流•海外留学 ※大学院生については国際交流センターの

短期プログラムに応募可能です。

ただし、単位認定の対象にはなっていません。

各種検定、ホ‘ランティア、案内等 自動販売機コーナ—前掲示板(lF)
・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 

アルバイト 学生課掲示板(lFホール）
・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 

藤女子大学キャリアナビ(F-navi)
就職関係

大学院掲示板(lFホール）

※ポスターや講演会等のチラシ・広告類を掲示するときは、事前に学生課の掲示許可印を受けること。

・学生への学内連絡等の呼び出しはポータルサイトと大学院掲示板で行う。

・外部からの学生呼び出しは原則的にしない。

・学生の在籍、住所、電話番号の照会には応じない。

・校内放送は学内行事、緊急事項の連絡等に使用する（公的な場合のみ）。

・構内および大学周辺での喫煙を禁止する。

・家族に不幸があった場合は、学生課へ連絡すること（慰霊祭に関与）。

・携帯電話等は他人に迷惑がかからない場所で使用すること。

4) 「学生教育研究災害傷害保険」 ・「学生教育研究災害傷害保険付帯賠償責任保険」について

・入学時に全員加入済みである。

・不幸にして事故がおきた場合は、すみやかに学生課へ連絡し所定の手続きをすること。

「学生教育研究災害傷害保険（学研災）」

→学生自身の体の傷害に対する保険（病気は対象外）

※「学生教育研究災害傷害保険のしおり」参照

「学生教育研究災害傷害保険付帯賠償責任保険（学研賠）」

→学生が、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊したことによって被る

法律上の損害賠償に対する保険

※「学生教育研究賠償責任保険のしおり」参照
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9. 学生相談室 （学生生活ハンドブックP78参照）

•本学学生の種々の悩み等について、相談することが出来る。

10. 保健センター （学生生活ハンドブックP76~77参照）

・センター長が健康診断や健康相談に応じ、保健師がケガ等に対応している。

11. キャリア支援について

・進路に関する疑問や不安については、キャリア支援課に相談することが出来る。

・就職支援行事については、 「藤女子大学キャリアナビ (F-NAVI) 」及び掲示板にて確認

すること。

【求職手続きについて】

キャリア支援課では、職業安定法第33条第2項（学校の行う職業紹介事業）に基づき、職

業の斡旋をしている。就職を希望する学生は、所定の時期 (1年次）に「藤女子大学キャ

リアナビ (F-NAVI) 」に登録するとともに、 「進路就職調査票」を提出すること。

【キャリア支援課業務取扱時間】

「事務室業務取扱時間」と同じ

【キャリア支援室について】

履歴書、求人票、進路選択・就職試験などに役立つ書籍や資料がある。

開室時間月～土 9:00~20: 00 

12. 個人情報の取扱いについて （学生生活ハンドブックP147~148参照）

13. 藤女子大学ハラスメントガイドライン（学生生活ハンドブックP148~151参照）

14. 図書館について （学生生活ハンドブックP82~83参照）

ポータルサイト「F-Station」について

「ポータルサイト（通称： F-Station) では、学内の学生用パソコンや自宅のパソコン・携
帯電話（スマートフォン） ・タブレット端末などインターネットに接続可能な機器から、い
つでもどこでも大学からの情報を参照できます。
F-Stationを通じて提供する情報には、学生呼び出し、休講等の講義連絡・成績照会・健康
診断結果などがあります。その他にも、シラバスを参照しながら履修登録を行ったり、レポ
ートの提出ができる機能があり、学生メールや藤女子大学キャリアナビ（通称： F-NAVI) の
入口にもなっています。
情報を携帯などのメールヘ転送する機能もありますので、うまく活用してください。

※藤女子大学ホームページ (http://www.fujijoshi.ac.jp/）のF-Station用バナーからアク
セスしてください。

※学内無線LAN接続マニュアルは学生生活ハンドプックP159を参照ください。
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附 則

1 この規程は、 2020年 4月 1日から施行

する。

2 2020年 3月 31日までに保育学科に在

第する者の専攻分野の名称は「保育学」

とする。

別表第 1

学部（学科）・研究科（専攻） 学位 専攻分野の名称

文学部

英語文化学科
学士 文学

日本語・日本文学科

文化総合学科
............................................................................................................................................................. ............................................. ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

人間生活学部

人間生活学科 人間生活学

食物栄養学科 学士 食物栄養学

保育学科 保育学

子ども教育学科 教育学

人間生活学研究科

人間生活学専攻 修士 人間生活学

食物栄養学専攻 食物栄養学

別表第 2

1 第 10条第 1項による場合 2 第 10条第 2項による場合

第 号 第 号

卒業証書・学位記

氏名

年月日生

本学 0000学部 0000学科

所 定の課程を修めて本学を卒業

したことを認め学士 (0000学）の

学位を授与する

年月日

藤女子大学長氏 名印

学位記

氏名

年月 H生

本学大学院人間生活学研究科

0000学専攻の修士課程を

修了したので修士 (0000学）の

学位を授与する

年月日

藤女子大学長氏 名 印
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2.藤女子大学大学院

科目等履修生規程

（目的）

第1条藤女子大学大学院（以下「本大学院」

という。）学則第35条に定める科目等履

修生（以下「履修生」という。）として、

本大学院の授業科目の履修を希望する者

の取り扱いは、本規程による。

（出願資格）

第2条履修生に出願できる者は、本大学院

学則第23条に定める資格を有する者とす

る。

（出願手続）

第3条科目等履修を希望する者は、次の各

号の書類に選考料を添え、通年科目及び

前期開講科目については3月20日まで、後

期開講科目については7月10Hまでに学

長に願い出なければならない。ただし、

前期及び前年度に科目等履修生として在

籍していた者は第2号及び第3号の書類は、

省略することができる。

(1) 願書（本大学院所定のもの）

(2) 履歴書

(3) 最終学校の卒業証明書及び成績

証明書

2 選考料は8,000円とする。ただし、本大

学院修了生で科目等履修を希望する者に

ついては、これを免除する。

（履修生の選考、履修期間、履修制限）

第4条履修生の選考は、書類審査及び面接

試験をもって、本大学院の教育研究に支

障のない場合に限り、本大学院研究科委

員会（以下「研究科委員会」という。）

の議を経て学長が履修を許可する。

2 履修生の在籍期間は、履修が許可された

年度の4月1日から翌年の3月31日までの

範囲とする。

3 履修できる科目は、本大学院が定める科

目で、 1年度内に12単位以内とする。

（在籍期間の特例）

第5条教員免許、資格取得の目的により科

目等履修を許可された者が、継続履修の

申し出をし在禅期間が終了する前に翌年

度の科目等履修が許可された場合は、在

籍期間を免許状取得等に必要な科目の単

位を修得し終える年度の3月31日まで延

長することができる。

（学費等）

第6条 履修生として履修を許可された者

は、許可された日から 10日以内に誓約書

に入学金20,000円及び受講料l単位につ

き10,000円を添え、所定の手続を行わな

ければならない。ただし、本大学院修了

生の入学金は半額とし、受講料は1単位に

つき5,000円とする。

2 実験、実習に要する費用は、その都度徴

収する。

3 既納の受講料及びその他の納付金は、一

切返還しない。

（身分証明書の交付）

第7条履修生には、身分証明書を交付する。

（履修の中止）

第8条 履修生が履修を中止しようとする

ときは、学長に願い出るものとする。

（単位取得証明書及び成績証明書の交

付）

第9条履修生が所定の履修を終え、試験に

合格したときには単位取得（成績）証明

書を交付する。

（懲戒）

第10条 履修生としてその本分に反する行

為があったときは、研究科委員会の議を

経て学長が許可を取り消すことがある。

附則

この規程は、 2003年4月1日から施行する。

附則

この規程は、 2004年11月25日から施行す

る。

附則

この規程は、 2019年2月1日から施行する。
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3.藤女子大学大学院

聴講生規程

（目的）

第1条藤女子大学大学院（以下「本大学院」

という。）学則第36条に定める聴講生と

して、本大学院の授業科目の聴講を希望

する者の取り扱いは、本規程による。

（受講資格）

第2条聴講生の受講資格は、本大学院学則

第23条に定める資格を有する者とする。

（出願手続）

第3条聴講を希望する者は、次の各号の書

類に選考料を添え、通年科目及び前期開

講科目については3月20日まで、後期開講

科目については7月10日までに学長に願

い出なければならない。ただし、前期及

び前年度に聴講生として在籍していた者

は第2号及び第3号の書類は、省略するこ

とができる。

(1) 願壽（本大学院所定のもの）

(2) 履歴書

(3) 最終学校の卒業証明書及び成績

証明書

2 選考料は4,000円とする。

（聴講生の選考、聴請期間、聴講制限）

第4条 聴講生の選考は、 当該科目担当教員

の承諾のもとに本大学院研究科委員会

（以下「研究科委員会」という。） の議

を経て学長が聴講を許可する。

2 聴講生の在籍期間は、聴講が許可された

年度の4月1日から翌年の3月31日までの

範囲内とする。

3 聴講できる科目は本大学院が定める科

目で、 1年度内に12単位以内とする。

（学費等）

第5条 聴講生として聴講を許可された者

は、許可された日から10日以内に誓約書

に受講料l単位につき5,000円を添え所定

の手続を行わなければならない。

2 実験、実習に要する費用は、その都度徴

収する。

3 既納の受講料及びその他の納付金は、一

切返還しない。

（身分証明書の交付）

第6条聴講生には、身分証明書を交付する。

（聴講の中止）

第7条 聴講生が聴講を中止しようとする

ときには、学長に願い出るものとする。

（懲戒）

第8条 聴講生としてその本分に反する行

為があったときは、研究科委員会の謡を

経て学長が許可を取り消すことがある。

附則

この規程は、 2003年4月1日から施行する。

附則

この規程は、 2004年11月25日から施行す

る。

附則

この規程は、2019年4月1日から施行する。
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4.藤女子大学大学院
特別聴講学生規程

（目的）

第1条藤女子大学大学院（以下「本大学院」

という。）学則第36条の2に定める特別聴

講学生として、国内他大学大学院との単

位互換協定により当該大学大学院（以下

「協定先大学院」という。）に在籍する

学生で本大学院の授業科目の履修を希望

する者の取扱いを定める。

（資格）

第2条 特別聴講学生の賓格は、協定先大学

院において1年次又は2年次の正規生とし、

協定先大学院により選考された学生とす

る。

（履修期間）

第3条履修期間は、4月1日から翌年3月31

日までの1年以内とする。

（許可）

第4条 協定先大学院より推漉された者に

ついては、研究科委員会の議を経て、学

長が特別聴講学生としての受け入れを許

可する。

（履修）

第 5条 特別聴講学生として許可を得た者

は、 本大学院の当該学年次の学生に準じ

て、授業科目を履修することができる。

ただし、カリキュラム編成の趣旨に照ら

して履修できない授業科目もある。

2 履修できる単位数は、協定先大学院との

協議の上定めるものとする。

（単位の認定）

第 6条 特別聴講学生が履修した授業科目

については、試験等により 学業成績を評

価し、これに合格した授業科目について

は、所定の単位を与える。

2 前項により単位を認定した場合、本人の

請求により成績証明書を交付する。

3 授業科目の試験、 学業成績評価及び単位

認定の取り扱いは、本大学院学則による。

（履修料等）

第 7条 特別聴講学生の授業料、教育充実

費は協定大学相互で徴収しないものとす

る。ただし、履修する授業科目によって

は、実験実習費等を徴収することがある。

（身分証明書）

第8条 特別聴講学生には、身分証明書を交

付する。

（身分の取消）

第9条 特別聴講学生が本大学院の諸規程

に違反し、又はその本分に反する行為を

行ったときは、 研究科委員会の議を経て、

学長がその身分を取り消す。

（身分の喪失）

第10条 特別聴講学生が、協定先大学院の

学生の身分を失ったときは、本大学院に

おけるその身分を失うものとする。

（準用規定）

第11条 この規程に定めるもののほか、特

別聴講学生に関しては本大学院学則及び

その他の学内規程を準用する。

（改廃）

第12条 この規程の改廃は、評議会の蔑を

経なければならない。

附則

この規程は、 2012年4月1日から施行する。
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5.藤女子大学大学院

特別研究生規程

（目的）

第1条藤女子大学大学院（以下「本大学

院」という。）学則第37条に定める特別

研究生（以下「研究生」という。）の取

り扱いは、本規程による。

（入学資格）

第2条 研究生として入学することのでき

る者は、本大学院学則第37条第2項に定

める資格を有する者とする。

（出願手続）

第3条 研究生として入学を志願する者は、

次の各号の書類に検定料を添え、学長に

願い出なければならない。

(1)願書（本大学院所定のもの）

(2) 履歴書

(3)最終学校の卒業証明書及び成績証

明書

2 検定料は、 8,000円とする。ただし、藤

女子大学（以下 「本学」 という。）卒業

生、本大学院修了生については、これを

免除する。

（入学許可）

第4条 学長は、前条の願い出があった者

について、本大学院研究科委員会（以下

「研究科委員会」という。）の議を経て、

入学を許可する。

（指導教員）

第5条研究生は、指導教員の指導を受け

て研究に従事する。

2 指導教員は、研究科委員会の議を経て、

本大学院研究科長（以下「研究科長」と

いう。）が指名する。

（許可時期）

第6条研究生の入学の許可は、 4月及び10

月とする。ただし、特別の事由があると

きは、この限りでない。

（研究期間）

第7条 研究生の研究期間は、 1年とする。

ただし、特別の事由があるときは、 1年

未満とすることができる。

2 研究生は、その研究を継続しようとす

るときは、事由を付して、学長に願い出

ることができる。

3 前項の規定による願い出があった場合

には、学長は、研究科委員会の議を経て、

研究の継続を許可することができる。

（授業等への出席）

第8条 指導教員が研究上必要と認めた場

合は、研究科長の許可を受けて、授業等

に出席することができる。

2 前項の授業が学部の場合にあっては、

当該学部の長の許可を受けるものとす

る。

（入学金等）

第9条研究生の入学金は20,000円とし、

入学を許可された日から 10日以内に納

付しなければならない。ただし、本学卒

業生及び本大学院修了生はこれを半額

とする。

2 研究生の授業料は月額30,000円とし、

毎年4月（前期）及び10月（後期）に納付し

なければならない。ただし、本学卒業生

及び本大学院修了生はこれを半額とす

る。

3 実験、実習に要する費用は、その都度

徴収する。

（既納の検定料等）

第10条 既納の検定料、入学金及び授業料

は、返還しない。

（研究証明害）

第11条 学長は、研究生の願い出により、

研究証明書を交付することができる。

（退学）

第12条 研究生が退学しようとするとき

は、その事由を付して、学長に願い出な

ければならない。

（除籍）

第13条 疾病その他の事由により成業の

見込みがないと認められる研究生につ

いては、学長は、委員会の議を経て、除

籍する。

（規定の改廃）

第14条 この規定の改廃は、評議会の購を

経なければならない。

（雑則）

第15条 この規程に定めるもののほか、研

究生の受入れに関し必要な事項は、 学長

が別に定める。

附則

この規程は、2005年2月22日から施行す

る。
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6.藤女子大学大学院
長期履修学生規程

（趣旨）

第1条 この規程は、藤女子大学大学院学則

第5条第2項の規定に基づき、履修する長期

履修学生に関し、必要な事項を定める。

（対象者）

第2条 長期履修を希望することができる者

は、次の各号の1に該当する者とする。

(1)職業を有している者

(2) その他相応の理由があると学長が

認める者

（申請手続）

第3条 長期履修を希望する者は、長期履修

申請書（別紙様式1) を別に定める期間内

に学長に申請するものとする。

（許可）

第4条 前条の申請に対しては、研究科委員

会の議を経て、学長が許可する。

（履修期間短縮の申請手続）

第5条 長期履修学生が、履修期間の短縮を

希望する場合は、長期履修期間短縮申請書

（別紙様式2) を別に定める期間内に学長

に申請するものとする。

（履修期間短縮の許可）

第6条 前条の申請に対しては、研究科委員

会の議を経て、学長が許可する。

（その他）

第7条 この規程に定めるもののほか、長期

履修学生に関し必要な事項は、学長が別に

定める。

附則

この規程は、 2005年4月1Hから施行し、

2005年度入学者から適用する。

別紙様式l 別紙様式2

(99観霰式 1)

長期履修申請書 長期履修期閏短酋申樟書>
印（ )

-

ふりが U

氏名

(．．． ヨ） 99 ( 

専,,名

霞女子大学大学ほ 人閤主活学可天＂長 昂 ・女子＊●＊●傾，＼閤l竺．．．文日畏 厨

下記の99由に より、長期貝格を希望したいので●註し H . T記の99由により 、月1,．陽を乏●したいので●99し2す

・月日

［入子役の研究計画●要］ ［入学●喪J 年喪

[I午可済みの名●● jC 期~] . . 日～ 年 月 89て（ 年問）

［近謂1養の通霙在●●挟1 ● 月 日～ ● 月 日まで（ 年閤）

【同世期閤の茫渭91由］

［長●●19計画年●］ ● 月 日～ 笠 月 日よで（ 年閾）

三 印 E] 印
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7.藤女子大学学生
懲に関する規程

（目的）

第 1条 この規程は、藤女子大学学則第39条、第

40条及び藤女子大学大学院学則第44条に規定

する懲戒に関する事項について定める。

（定義）

第2条 この規程による懲戒の対象となる者は、

本学の学部学生、大哨浣学生、委託学生、科H

等履修生、聴講生、特別聴講学生、交換留学生、

交流学生及び特別研究生（以下「学生」という。）

とする。

2 対象となる期間は、学生が入学後から本学の学

籍を有する期間とする。

（基本方針）

第3条本学は、懲戒処分を受けた学生に対して、

懲戒期間中及び懲戒解除後において教育的配慮

に基づいた指導を行う。

（懲戒の対象となる行為）

第4条懲戒の対象となる行為の例及び判断基準

については、別表に定める懲戒処分の事例（以下

「事例」という）に準拠し、次の各号に示す祁造

学生の状態等並びに行為の悪質性及び重大性を総

合的に判断して行う。

(1) 違法行為の動機、態様及び結果

(2) 故意又は過失の別及びその程度

(3) 過去の違法行為の有無

(4) 日常における生活態度及び違法行為後の

対応

2 懲戒処分の量定に当たっては，個々の事案の事

情に即し、事例に定める処分を加重軽減するこ

とがある。また事例に掲げられていない違法行

為についても、事例に照らして判断し、相当の

懲戒処分を行うことがある。

（懲戒の種類）

第5条懲戒の種類は、次の通りとする。

(1) 譴責（けんせき） 学生の行った行為につ

いて反省を求め、二度と同図子為がないよう

に、口頭により注意する。

(2) 停学一定の期間、学生の教育課程の履修

及び大学施設の使川、課外活動等を禁止する。

(3) 退学学生としての身分を剥奪する。この

場合、再入学は認めない。

2 停学期間は無期停学または有期停学とし、有期

停学の場合は6ヶ月以内とする。

3 停学期間は、在学年限に含め、修業年限に含ま

ない。ただし、 1月を超えない場合には、修

業年限に含めることができる。なお、停学期

間中も所定の学費を納入するものとする。

傭這注意）

第6条学生部長、教務部長、当該学生が所属す

る学部長及び研究科長は、懲戒に相当しない場

合でも、教育的配盛として厳重注意を行うこと

ができる。

（事実関係の調査）

第7条懲戒の対象となる行為又はその疑いのあ

る行為があった場合は、学部長又は研究科長は、

慎重かつ速やかに当該事案に関する事実調査を

行わなければならない。

2 学部長又は研究科長は、前項に定める事実調査

を行うため、調査委員会を設置しなければなら

なVヽ。

3 調査委員会は、次の各号に定めるものをもって

構成する。

(1) 当該学生が所属する学部長又は研究科長

(2) 学生部長

(3) 教務部長

(4) 当該学生が所属する学科主任又は専攻主

任

(5) その他、必要に応じて委嘱する若干名

4 調査委員会の委員長は前項第 1号がこれにあ

たり、前項第5号は、委員長が委嘱する。

5 委員長は、調査む但めるにあたっては、原則と

して、当該学生に対して調査する旨を告知し、

弁明の機会を与えなければならない。

6 調査委員会は、 当該学生及び関係者から事清及

び意見を聴取し、必要と認められる場合は、資

料の提出を求めることができる。

7 調査委員会は、必要に応じて委員以外の者の出

席を求め、 意見を聞くことが出来る。
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8 調査委員会は、調査終了後、調査報告書及び懲

戒処分案を作成し、その案について教授会また

は研究科委員会において審議し、その結果を学

長に具申する。

9 懲戒の対象となる行為又はその疑いのある行

為のうち、ハラスメントに該当する場合の調査

等は、藤女子大学ハラスメントガイドライン及

び藤女子大学ハラスメント人権侵害調査委員会

規程に基づいて行うものとする。

（懲戒の決定及び通知）

第 8条懲戒は、教授会または研究科委員会の具

申をもとに学長が決定する。

2 学長は、学生に対し、懲戒の種類、内容及びそ

の理由を文書により通告する。

3 学長は、懲戒処分を行ったときは、該当学生の

保証人にその旨を通知する。

（公示）

第 9条学長は、懲戒処分を行ったときはその旨

を速やかに公示しなければならない。

2 公示する事項は、所属、学年、氏名、懲戒の種

類、懲戒の期間、懲戒の理由とする。

3 公示期間は 1週間とする。

4 特段の事情がある場合、調査委員会の審議を経

て、学長は第2項の内容の一部又は全部を公示

しないことができる。

（懲戒の記録）

第 10条懲戒処分については、学籍簿に記録する。

（不服申し立て）

第 11条懲戒処分を受けた学生は、処分の通知を

受けた日から 30日以内にその処分に対する不

服申し立てをすることができる。

2 不服申立書には不服理由を記載して、学長に提

出する。

3 学長は、前項の不服申立があった場合には、不

服申立審査委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。

4 委員会は、次の各号に定めるものをもって構成

する。

(1) 副学長 1名

(2) 不服申立を行った学生が所属する学部以

外の学部長もしくは研究科長

(3) 不服申立を行った学生が所属する学部以

外または専攻以外の各学科主任もしくは専攻

主任

5 委員会の委員長は前項第1号がこれにあたる。

6 委員会が必要と認める場合には、弁護士等専門

家の出席を求めることができる。

7 委員会は、学生から提出された不服申立書に基

づき審査を行う。

8 不服申立をした学生は自ら意見を述べ、又は資

料を提出することができる。

9 委員会は、懲戒処分が相当とする場合には、不

服申立を却下し、懲戒処分が相当でないとする

場合には、処分の取り消し、又は変更を学長に

具申する。ただし、懲戒処分を璽く通知するこ

とはできない。

10 学長は、委員会の結果を速やかに当該学生に

通知する。

11 学長は、懲戒処分の内容を変更したときには、

既に行った懲戒処分を取り消す等必要な措置を

講じなければならない。

（学籍の異動）

第 12条懲戒に関し、事実調査を行っている学生

から、懲戒処分の決定前に退学又は休学の申し

出があったときは、この申し出を保留する。

2 休学中の学生が停学処分となったときは、休学

を取り消す。

3 停学期間中の学生が退学を申し出た場合は、こ

れを認めることがある。

（停学期間中の指導）

第 13条 当該学生が所属する学部長、研究科長及

び学科主任、専攻主任は、停学期間中の学生に

対して定期的に面談及び指導を行わなければな

らない。

（停学期間の短縮及び解除）

第 14条停学について当該学生が所属する学部

長又は研究科長は、当該学生の反省の程度、学

習意欲等を勘案し、その解除が妥当と判断した

場合は、学長に期間の短縮または解除を申し出

ることが出来る。
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2 学長は、学部長又は研究科長の申し出に基づき、

教授会又は研究科委員会の具申を経て、期間の

疇又は解除を決定する。

3 無期停学の解除は、処分開始日から 6ヶ月以上

経過しなければ行うことができない。

4 期間を短縮または解除したときは、該当学生の

学箱簿にその旨を記載するものとする。

（守秘義務）

第 15条懲戒処分手続きに関与した者は、任期中

及び退任後、学生の名誉とプライバシーを侵害

することのないよう、慎重に行動するとともに、

任期中において知り得た事項を、正当な理由な

く他言又は私事に利用してはならない。

（事務の所管）

第 16条 この規程に関する事務は、学生課又は教

務課が行う。

附則

1 この規程は、2016年4月1日から施行する。

2 文学部懲戒委員会規程（平成7年4月

1日）及び人間生活学部懲戒委員会規程

（平成7年6月 lH)は、これを廃止する。
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別表（第4条関係） 懲戒処分の事例

区分 行為の内容 懲戒の標準

本学が実施する試験等における不正行為で身代わり受験等の悪質 退学又は停学

試 な場合

験 本学が実施する試験等におけるカンニング等の不正行為 停学又は譴責

等 本学が実施する試験等において、監督者の注意又は指示に従わなか 譴責

った場合

［鼻
本学内のみならず、本学外において社会的迷惑行為があった場合 停学又は譴責

（例．公序良俗に反するソーシャルネットワークの利用、公共交通機

関における不快行為）

本学の教育研究又は管理運営を著しく妨げる暴力的行為 退学、停学又は譴

責

本学が管理する建造物への不法侵入又はその不正使用若しくは占 退学又は停学

拠（例．許可なく部室や研究室等に侵入する、教室の目的外使用）

本学が管理する建造物又は器物の破壊、汚損、不法改築等（例．物 停学

迅廷 品の破損、校舎内の落書き）

法 本学構成員に対する暴力行為、威嚇、拘禁、拘束等 琴、停学又は譴

行 （例．学生間における暴力、骨し、いじめ） 責

為 飲酒を強要し、死に至らしめる等重大な事態を生じさせた場合 退学又は停学

飲酒を強要し、急性アルコール中毒等の被害を生じさせた場合 停学

飲 未成年者の飲酒行為や、未成年者と知りながら飲酒または喫湮 停学又は譴責

酒 を強要した場合

未成年で喫煙の行為をした場合 停学又は譴責

死亡又は高度な後遺症を残す人身事故を伴う交通事故を起こした 退学

場合で、 その原因行為が無免許連転、飲酒運転、暴走運転等の悪質

交
な場合

人身事故を伴う交通事故を起こした場合で、その原因行為が無免許 退学又は停学
通

攣云、飯醍蜘、暴起麟等の悪質な場合
事

無免許運転、飲酒運転、暴走運転等の悪質な交通法規違反 停学又は譴責
故

死亡又は高度な後遺症を残す人身事故を伴う交通事故を起こした 停学
等

齢で、その原因行為が前方不注意等の過失の場合

人身事故を伴う交通事故を起こした場合で、その原因行為が前方不 停学又は譴責

注意等の過失の場合

強盗、殺人等の凶悪な犯罪行為又はその犯罪末遂行為 退学

傷害行為 退学又は停学

犯 薬物犯罪行為 退学又は停学

罪 窃盗、万引き、詐欺、他人を傷害するに至らない暴力行為等の犯罪 退学又は停学

行 行為

為 性に関わる迷惑行為および犯罪行為 退学又は停学

ストーカー行為 退学又は停学

コンピュータ又はネットワークにおける犯罪行為 退学又は停学
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ⅧⅧ  組組　　織織

１１．．研研究究科科長長・・専専攻攻主主任任

２２．．教教員員名名簿簿

(専任教員）

氏　　名 研究室 学内電話

大　友　芳　惠 448 448 (0133) 74-7479

岡　﨑　由佳子 462 462 (0133) 74-7498

木　脇　奈智子 463 463 (0133) 74-7521

田　中　宏　実 359 359 (0133) 74-7449

長　尾　順　子 355 355 (0133) 74-7496

船　木　幸　弘 446 446 (0133) 74-7458

若　狹　重　克 449 449 (0133) 74-7480

小　川　恭　子 352 352 (0133) 74-7441

庄　井　良　信 346 346 (0133) 74-7434

小山田　正　人 257 257 (0133) 74-7408

菊　地　和　美 148 148 (0133) 74-7314

隈　元　晴　子 158 158 (0133) 74-7609

中河原　俊　治 246 246 (0133) 74-7415

原　　　　　博 259 259 (0133) 74-7394

三田村　理恵子 155 155 (0133) 74-7049

(非常勤講師）

氏　　名

伊　井　義　人 　大阪公立大学大学院文学研究科

内　田　　　博 　藤女子大学名誉教授

新　川　貴　紀 　北翔大学　教育文化学部

松　島　　　肇 　北海道大学大学院　農学研究院

丸　山　正　三 　日本医療大学　総合福祉学部

石　川　祐　一 　茨城キリスト教大学　生活科学部

小　西　徹　夫 　よつば家庭医療クリニック

佐久間　一　郎 　社会医療法人社団カレスサッポロ 北光記念クリニック

角　田　政　隆 　医療法人惺陽会　札幌ふしこ内科・透析クリニック

中　川　幸　恵 　天使大学大学院　看護栄養学研究科

中　川　良　二 　地方独立行政法人北海道立総合研究機構　食品加工研究センター

西  向　めぐみ 　岩手大学　農学部

藤  井  義  博 　藤女子大学名誉教授

松　坂　裕　子 　藤女子大学名誉教授

松　本　　　恵 　日本大学 文理学部 体育学科

村　田　まり子

氏　　名

庄　井　良　信

木　脇　奈智子

小山田　正　人

役　　職

人間生活学研究科長

人間生活学専攻主任

食物栄養学専攻主任

ダイヤルイン

本務先等

人
間
生
活
学

専
攻

食
物
栄
養
学
専
攻

人
間
生
活
学
専
攻

食
物
栄
養
学
専
攻
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３３．．事事務務組組織織

(花川キャンパス）

ダイヤルイン

　花川オフィス（代表） (0133) 74-3111 (0133) 74-8344

総務課 (0133) 74-7012

教務課 (0133) 74-7019

学生課 (0133) 74-7045

キャリア支援課 (0133) 74-7041

　図書館（花川館） (0133) 74-8324

図書課 (0133) 74-8339

閲覧室 (0133) 74-7094

　保健センター (0133) 74-7063

　学生相談室 (0133) 74-7428

ⅨⅨ  院院生生研研究究室室

1年生 2年生

263 260食物栄養学専攻

専　　攻

443人間生活学専攻

ＦＡＸ
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３３．．事事務務組組織織

(花川キャンパス）

ダイヤルイン

　花川オフィス（代表） (0133) 74-3111 (0133) 74-8344

総務課 (0133) 74-7012

教務課 (0133) 74-7019

学生課 (0133) 74-7045

キャリア支援課 (0133) 74-7041

　図書館（花川館） (0133) 74-8324

図書課 (0133) 74-8339

閲覧室 (0133) 74-7094

　保健センター (0133) 74-7063

　学生相談室 (0133) 74-7428

ⅨⅨ  院院生生研研究究室室

1年生 2年生

263 260食物栄養学専攻

専　　攻

443人間生活学専攻

ＦＡＸ

Ⅹ
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地階

校舎見取図

北16条キャンパス

体育館

体育

教官室

図香

階段室
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北16条キャンパス

地
下
の
体
育
館
へ

講堂ロビー玄関

前庭

1階 _______  _/  

I ピロティ

掲示板

噂言国際交流関係、

情報メディア関係

学生生活関係

（学生課）

カトリックセンター

ボランティア募集

（学生課）

文化施設案内

（総務課）

E
 

F
-
G
 

H
 

食
堂

ク
サ
ベ
ラ
ホ
ー
ル 学

生
ロ
ッ
カ
ー
室

マリアラウンジ



　　―77―

北16条キャンパス

保
存
害
庫

グ
ル
ー
プ

学
習
室

香庫

図書閲覧室

2階
研究室

グローバル

教育センターティッロネン

研究室

教務課 学生課

掲示板

A I奨学金関係（学生課）

入試課

B I就職関係

（キャリア支援課）

C I就職関係

（キャリア支援課）

D I就職関係

（キャリア支援課）

E I図書館関係

F Iカトリックセンター、

キリスト教文化研究所

□一ーH アルバイト求人票

（学生課）

グローバル教育センター

I.Learning Space 
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北16条キャンパス

（講）…講義室

（演）…演習室

（研）・・・研究室

ス
テ
ー
ジ

講堂客席 ロ
ビ
ー

3階
掲示板

A I保健センター、

学生相談室

三クラブ室

1 なでしこ

二

352 
（講）

351 
（講）

353 
（講）

354 
（講）

372 
実験・調理実習室

374 
（講）

373 
共同

研究室
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（講）…講義室

（演）…演習室

（研）・・・研究室

4階
研究室

472 蟹瀬

472 副田

472 中田

掲示板

A グローバル教育

センター

B 教職課程

C 図書館情報学課程

D 日本語教員姜成課程

クラブ室

1 大学祭実行委員会

2 映画研究会

3 放送研究会

4 園芸部

5 華道部

6 書道部

7 写真部

8 茶道部

北16条キャンパス

講堂吹抜

456 
（講）

455 
（講）

454 

453 
情 報
メディア課

452 
コンピュータ室

457 
（講）

458 
（講）

474 
多目的教室

471 
（講）

C B 

473 
（講）
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北16条キャンパス

（講）…講義室

（演）…演習室

（研）…研究室

講堂吹抜 上部客席

5階

レ

軍
i関

コ

務

せ

言
三
旦
言
□
ご

クラブ室8

560
⑤
 

559
圏
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6階
教員研究室

673 関谷

674 押上

675 山吉

676 野澤

677 山本

678 平田

679 小山

680 揚妻

681 漆崎

682 

683 名畑

684 菅本

学科研究室

671 濱埼

日本語・日本文学科掲示板

A 学科連絡（教務関連）

B 教員別

C その他お知らせ

7階
教員研究室

773 高橋（博）

774 工藤

775 山木戸

776 レッドリック

777 ミコーラー

778 英

779 

780 

781 岡本

782 大桃

783 井筒

784 井川

学科研究室

771 臼井

英語文化学科掲示板

A 学科連絡（教務関連）

B 教員別

C その他お知らせ

北16条キャンパス

754 
（演）

655 
（講）

755 I 756 
（講） 1 （講）

751 
大（講）

656 
（講） （講）・・・講義室

（演）…演習室

（研）・・・研究室
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北16条キャンパス

8階
会議室

理
事
長
室

学
長
室

副
学
長
室

9階 | 

971 
会議室兼

大講義室

7
（
特
演
A
)

2
 ，

 

7
（
特
演
B
)

3
 ，

 

7
（
特
演
C
)

4
 ，
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花川キャンパス

【管理棟】

地階

学生ロッカー室

＇＿ ＿ 

【体育館】

2F 

卓球室

教員放送室

体育館
体育館吹抜
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花川キャンパス

1階 体育館へ←

）

）

タ

霞
碩
噂
二
三
三
己
言
塁
号
詈
三

B
 

c
 

D
 

E
 

F
 

G
 

H 

J
 

（講）…講義室

（演）…演習室

（準）…実験・実習準備室

（研）…研究室

エントランスポーチ

学生食堂 自習

コーナー

心
理
学
実
習
室

2

ス
ロ
ー
プ

心
理
学
実
習
室

1

189 
保育実習

準備室
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花川キャンパス

2階
図書館＼

（講）・講義室

（演）…演習室

教員研究室 （準）・実験・実習準備室

244 （研）・研究室

245 篠原

246 中河原

248 石川

256 

257 小山田

258 

原

宮沢

微生物実験室

食品加工機械室

I I 273 器具倉庫 大講義室

食物栄蓑学科研究室
I I 274 

且義室

院生研究室

動物飼育室
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3階
教員研究室

345 稲文

346 庄井

347 今野

350 

351 

352 〗り II
353 原田

355 長尾

359 田中（宏）

375 青木

376 新海

学科研究室

2 Cooking Labo 

3 ボランティア

サークル

HAPPY、

絵本研究会

4 ラクロス部

5 藤花祭実行

委員会

6 I花川執行部

花川キャンパス

＜ 因吝館＼

／は~.. ~ 

350（研）

＇ 357（研）

＇ 352（研）

＇ 353（研）

子ども教育学科研究室

349 
（講）

子ども教育学科資料室

（講）・講義室

（演）…演習室

（準）・実験・実習準備室

（研）・研究室

3 3 
7 7 
5 6 

＾ 研.-• ^  研• -・ 

370 

ピ 部室1

i 喜

部室2

部室3

部室4

部室5
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4階
教員研究室

444 松田

445 到馬

446 船木

447 

448 大友

449 若狭

450 木村（品）

451 加藤

460 和田

461 高嶋

462 岡埼

463 木脇

464 松村（聡）

学科資料室

花川キャンパス

442 
大講義室

(2) 

生活福祉学実験室

人間生活学科資料室

コンピュータ室(1)

コンピュータ室(2)

（講）・講義室

（演）…演習室

（準）・実験・実習準備室

（研）・研究室





藤藤女女子子大大学学大大学学院院　　人人間間生生活活学学研研究究科科

　　人間生活学専攻・食物栄養学専攻
　　
　　〒061-3204　石狩市花川南４条５丁目

　　　　　　　　TEL  (0133)74-3111(代)

 　  URL　http://www.fujijoshi.ac.jp
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